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要約 近世におけるヨーロ ッパ商業勢力のアジア交易圏への進出は,紀 元前か ら文 明 ・経済

の中心地であったア ジアからヨーロ ッパへの重心移動をもたらした。近世 アジア交易圏の中

心地 の一・つであった西イ ン ドグジャラー ト地方 における現地商人の商業活動,お よび彼 らと

ヨーロッパ商業勢力との取引関係 を明 らかにする事 によ り,い かに して近世グローバル ・エ

コノミーの周縁部に位置 していた ヨーロッパ商業勢力が近世ア ジア交易圏に参入 し得たのか

を検証す る。

Abstract The embarkation of European mercantile powers to Asian trading area 

in early modern times brought the power shift from Asia, which had been at the cen-

ter of civilization and global economy since B.C. times, to Europe. This paper shows 

the mercantile activities of local merchants in Gujarat region of western India, one 

of the trading center of Asian trade sphere in early modern times, and the relation-

ship in their commercial transaction with European mercantile powers. Conse-

quently it examines how European mercantile powers, which were on the periphery 

of early modern global economy, made it possible to enter Asian trade sphere in 

early modern times.
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は じ め に

ヨー ロ ッパ 諸勢 力 によ る植民 地 化 が本格 的 に開始 され る18世 紀前 半 以前,西 イ ン ドの グ

ジ ャ ラー ト地 方 は,東 イ ン ドのベ ンガル地 方 と並 ぶ ム ガル 帝 国期 イ ン ドの交 易 活動 の拠 点

で あ った。特 に ヨー ロ ッパ 諸 国 の商業 的進 出期 にあた る16世 紀 か ら17世 紀 前 半 に か けて の

時期 に お いて は,ヨ ー ロ ッパ商 業 勢力 と りわ けイ ギ リス に と って,グ ジ ャラー ト地 方 は イ

ン ドに お け る最大 の商業 拠 点 で あ った と いえ る1)。

本論 文 で は,ヨ ー ロ ッパ 商業 勢 力 が イ ン ドを は じめ とす る近 世 ア ジア交 易 圏 に お いて交

易 活 動 を行 うに は,現 地 商 人 との競 合 に打 ち勝 つ の み で な く彼 らと協 力 的 関係 を結 び,

ヨー ロ ッパ商 人 で は太刀 打 ちで きな い ア ジア各地 の商人 が持 つ ア ジア交 易圏 内 の情 報 ・取

引 ネ ッ トワー ク にア クセ スす る必 要 が あ った2)と の認識 に立 つ。 したが って,こ こで は特

にイ ギ リス東 イ ン ド会社(以 下EICと 略す)が ア ジア交 易 圏 に進 出す るに あた り,グ ジ ャ

ラー ト地 方 を その拠 点 とす る誘 引 とな った,当 地 にお け る取 引上 のパ ー トナー とな った現

地 商人 の活発 な商 業 活動 の概要 を明 らか に して ゆ きた い。

本論 文 は,以 下 の構成 に したが って論述 を進 めて ゆ く。 まず 第1章 で は,な ぜ近 世 イ ン

ドにお いて グ ジ ャラー ト地 方 に お け る商業 が活 況 を呈 し,近 世 ア ジア交 易圏 にお け る一 大

結 節点 とな って いたの か を,そ の歴史 的 お よ び地 政 学 的条 件 か ら説 明 して ゆ く。 続 いて第

2章 で は,近 世 グ ジ ャラー ト地 方 の 商況 を,EICを は じめ とす る ヨー ロ ッパ 商業 勢 力 との

取 引 関 係 に言 及 しつ つ,主 要 な交 易 品 目別 に概 観 して ゆ く。 そ して 第3章 にお いて,グ

ジ ャ ラー ト商 人 の商業 活動 を交 易 商人 と しての 活動 ・金 融 事業 ・ブ ロー カ ー活動 の各機 能

の 点 か ら解 明 し,ヨ ー ロ ッパ商 業 勢 力 に対 して どの よ うな 影響 を与 え え た の か を分 析 す

る。 最 後 に,グ ジ ャラー ト商人 の コ ミュニ テ ィーが ム ガル 帝 国 内で ヨー ロ ッパ商 業 勢力 と

伍 す る ことが可能 であ った理 由 を,そ の商 業 組織 の社会 的特性 か ら考 察 す る。

1)17世 紀前半のイギ リス東イン ド会社の航路網は,本 国 との地域間交易 と近世ア ジア交易圏内で

のCountryTradeと を組み合 わせつつ、グジャラー ト地方を基点 とする北方管区を中心 に展開

していた。拙稿,「17世 紀前半におけるイギ リス東イ ン ド会社の航路網の推移」『商経学叢」第48

巻第2号,2001年,89～112ペ ージ。

2)筆 者は以前,ア ジア産品購入資金調達の観点か ら,イ ギ リス東イン ド会社のムガル期イ ンド金

融ネ ッ トワー クに対す る依存について論 じた。拙稿,「17世 紀 イン ドにおけるイギ リス東イ ン ド

会社の資金調達問題」『大阪大学経済学』第46巻 第2号,1996年,70～86ペ ージ。

本論文の対象時期か ら2世 紀を経た19世 紀後半 において も,ア ジア域内交易の大宗 は印僑 ・華

僑をはじめ とするアジア商人が担 ってお り,ア ジアにおける生産 ・消費体系に関す る情報収集 ・

利用 に関 して ヨーロッパ勢力はアジア商人 に遅れを とっていた。杉原薫,『 アジア間貿易の形成

と構造』,ミ ネルヴァ書房,1996年,13～49ペ ー ジ。
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近世西イ ン ドグジャラー ト地方 における現地商人の商業活動(藪 下)

1.近 世 イ ン ドに お け る グ ジ ャ ラ ー ト地 方 の 位 置 付 け

グ ジ ャ ラー ト地 方 は,古 代 イ ンダ ス文 明 が花 開 い て いた 頃 よ りイ ン ド文 明 の影 響 下 に

あ った。10世 紀 に入 る とグ ジ ャラー ト地方 は ラー ジプー ト諸王 国の一 つ チ ャ ウルキ ヤ王 国

の支 配 下 に置 か れ,12世 紀 半 ば に は最 盛期 を迎 え たが,12世 紀 以 降 トル コ民族 に よ る北 イ

ン ド支 配 が本 格化 す るな か,1299年 に チ ャウル キ ヤ王 国 は ア ラー ウ ッデ ィー ン ・ハ ル ジー

率 い るハ ル ジー王 朝 に征服 され,以 後 デ リー に都 を置 くデ リー ・スル タ ー ン朝 の支 配下 に

置 か れ る こと とな った3)。 ハ ル ジー朝 か ら次 の トゥグル ク朝 にか けて デ リー ・スル ター ン

朝 の支 配 が強 化 され る につ れ,交 通網 が整 備 され,タ ンカ銀貨 や デ ィルハ ム銅 貨 に基 づ く

通 貨 制度 が確立 し,北 イ ン ドで の商 業取 引 が発 展 した4)。 当 時 の イ ン ド洋 世 界 にお いて既

に良質 な織 物 産地 で有 名 で あ った グ ジ ャラー ト地方 は,デ リー ・スル ター ン王 朝 の軍 事力

に不可 欠 な西 ア ジア産 の馬 との交 易 が行 わ れ る につ れ,イ ン ド内 陸部 との商業 的紐 帯 を強

めて い った で あ ろ う。

イ ン ド内陸部 を拠 点 とす るデ リー ・スル タ ー ン朝 の従属 下 にお かれ た グジ ャ ラー ト地方

に 自立 の機会 を もた ら したの は,14世 紀 末 に中央 ア ジアを支 配 して いた テ ィムー ル に よ る

イ ン ド侵 入 で あ った。 テ ィムー ル の侵 入 に よ り当時北 イ ン ドー帯 を支配 して いた トゥグル

ク朝 が崩壊 し,ト ゥグル ク朝 に よ り封 じ られ て いた各 地 の州 総督 が めい め い スル タ ー ンを

称 して独 立 した の で あ る5)。 グ ジ ャ ラー ト地 方 もまた この動 き とは無 関 係 で は なか った。

当時 グ ジ ャラー ト州 の総督 で あ ったザ フ ァル ・ハ ー ンが1407年 に グ ジ ャ ラー ト王 国 を樹立

し,ム ザ ッフ ァル ・シ ャー と改 称 して,自 らス ル ター ン と称 した の で あ る6)。 そ の後 グ

ジ ャラー ト王 国 は,ア クバ ル大帝 に よ って1572年 に ムガル帝 国 に編 入 され るまで,150年 以

上 にわ た って独立 を保 った。

グ ジ ャラー ト王 国が 独立 し,イ ン ド内陸部 か らの政 治 的経 済 的支 配 の くび きか ら逃 れ て

い た15～16世 紀 は,ヨ ー ロ ッパ が大航 海 時代 に突 入 し,ア ジア交易 圏 に直 接 自 らの商 船 を

乗 り入 れ て 参 入 を開 始 した 時期 で あ り,ま さ に グ ロ ーバ ル ・ヒス ト リー の文 脈 に お け る

ヨー ロ ッパ とア ジア経 済 的紐帯 が強 ま った重 要 な時期 で あ った7)。 新 大 陸 とい う後 背 地 を

3)サ ティー シュ ・チ ャン ドラ(著)/小 名康之・長島弘(訳),『 中世イ ンドの歴史』,山 川 出版社,

1999年,93～94ペ ージ。

4)チ ャン ドラ,『 中世 イン ドの歴史』,125ペ ー ジ。

5)チ ャン ドラ,『 中世 イン ドの歴史』,110～118ペ ージ。

6)チ ャン ドラ,『 中世 イン ドの歴史』,170ペ ー ジ。

7)フ ランクは,1800年 以前の世界経済が少な くとも3世 紀以上にわたってアジア人 に支配 され続/
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も有 した ヨー ロ ッパ とい うア ジア交 易圏 域外 の新 たな交 易 相手 が 現 れ た時期 に,領 域支 配

を重 視 し,と もす れ ば軍 事 力 を伴 った ヨー ロ ッパ 勢 力 に よ るあ る程度 の海上 支配 を容認 し

よ う とさえ した イ ス ラー ム国家8)か ら相 対 的 に 自由で あ った こ とは,グ ジ ャラー ト商人 が

この新 規 の交 易機 会 に対 して よ り経 済的 な利 害 に沿 った対 応 を とる こ とを可 能 と したで あ

ろ う。

港 市 が 基本 的 に は相互 間 のネ ッ トワー クで結 ばれ,同 時 に陸域 と も接 続 しなが ら自立 し

た 「イ ンタ ー(中 間)の 機 能 」 を果 た した とい う海 域 世 界 論 の 観 点 に立 っ た時,グ ジ ャ

ラー ト地 方 の港市 は陸域 に よ る間接 ・直 接 の支配 下 に置 か れ る陸 域従 属 港市 と して捉 え る

こ とが 出来 る。 しか しな が ら,河 川 デル タ地 形特 有 の湿 地 帯 や河 川土 砂 の堆 積 な どの 自然

の 障壁 が 存在 した こと によ り,厳 密 に言 え ば,グ ジ ャ ラー ト地 方 は半 ば海域 に独 立 した海

域半 独 立 型 港市 で あ った といえ る9)。 ムガ ル帝 国 に併 合 され て か らも,ス ー ラ トや ブ ロー

チ と い った グ ジ ャ ラー ト地 方 の港 市 で は,グ ジ ャラ ー ト王 国 時 代 に鋳 造 され て い た マ フ

ムー デ ィ(銀 貨)が 商業 計 算 の単 位 と して利 用 され て い た10)。 それ は依 然海 外交 易 にお い

て マ フ ムー デ ィ とい う通 貨 単 位 が取 引相 手 に選 好 され て い た事 に よ る もの で あ るが,グ

ジ ャ ラー ト地 方 の経 済 が イ ン ド内陸諸 王 朝 か ら自立 した もの と して,海 外 の取 引相 手 に認

識 されて い た証左 で あ ろ う。

グ ジ ャラー ト地 方 が歴 代 王朝 の変遷 に関 わ らず交 易 セ ンター と して の機 能 を果 た し続 け

る こ とが 可能 で あ った の は,近 世 イ ン ド洋交 易 圏 に お ける グ ジ ャラー ト地 方 の持 つ 恵 まれ

た地 政 学 的条 件 に よ る もので あ った。 図1,図2に 見 られ るよ うに,グ ジ ャラー ト地方 の

諸港 は海域 半 独立 型 港市 と して イ ン ド洋 交易 圏 とイ ン ド亜 大 陸 内部 の結 節点 にあ た り,イ

ン ド洋 交 易 圏内外 で盛 ん に取 引 され て いた イ ン ド物 産 の積 出港 と して恵 まれた位 置 にあ っ

＼けてお り,コ ロンブスの 「地理上の発見」 とヴァスコ ・ダ ・ガマの喜望峰ルー ト発見以降,ア メ

リカ銀を紐帯 としてヨーロ ッパが獲得 した西半球の 「新」世界が旧世界の経済システムに組み込

まれ る過程において,ヨ ーロッパのアジアを中心 とする世界経済へのアクセスが本格化 したと論

じた。A.G.フ ラ ンク(著)/山 下範久(訳),『 リオ リエ ン ト アジア時代のグローバル ・エ コノ

ミー』,藤 原書店,2000年,127～240ペ ージ。

また リー ドによると,15世 紀初頭より始ま った東南ア ジアにおける 「交易の時代」は,16世 紀

前半の一時的停滞期を除き着実に成長を続 け,東 南アジアにおけるイ ン ド産織物の輸入 も増大 し
た。東南アジアにおける交易の繁栄は,ヨ ーロッパ向けの香料輸出増加 によって も助長 され,オ

ランダ東イ ン ド会社がモル ッカ諸島の交易独 占を完成 させ る17世 紀後半 まで続 いた。ア ンソ

ニー ・リー ド(著)/平 野秀秋 ・田中優子(訳),『 大航海時代の東南アジアII拡 張 と危機』,法

政大学出版会,2002年,1～80ペ ー ジ。

8)M.N.ピ アス ン(著)/生 田滋(訳),rポ ル トガル とイ ン ド ー 中世 グジャラー トの商人 と支

配者一」岩波現代選書,1984年,146～148ペ ー ジ。

9)家 島彦一,『 海域か ら見た歴史 イン ド洋 と地中海を結ぶ交流史』,名古屋大学出版会,2006年,

82～95ペ ージ。

10)W.H.Moreland,"FromAkbartoAurangzeb‐AStudy.inIndianEconomicHistory‐",1923

(reprintedin1990),pp.330-331.
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近世西 イン ドグジャラー ト地方における現地商人の商業活動(藪 下)

図1イ ン ド洋海域世界のネ ッ トワーク構造

図2イ ン ド洋海域世界の三層構造
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た。 さ らにグジャラー ト地方 は,イ ン ド物産 の中で も特に海外 での需要が大 きか った綿布

をは じめ とす るイン ド産織物の一大産地 と しての性格 も有 していた11)。

言 い換 えると,グ ジャラー ト地方はイ ン ド内陸部国家による経済的支援はさほど必要 と

せず,む しろ経済的関心か らムガル帝 国をは じめとす る北 イ ン ドの内陸国家が グジャラー

ト地方を必要 としていた といえ る。 したが って,グ ジャラー ト地方は紀元前 よ りイ ン ド内

陸国家に支配 されていたかいなか ったかに関わ らず,イ ン ド洋交易圏の交易構造が続 く限

りイ ン ドにおける経済先進地域を形成 し続 けていた。 そういった歴史 的持続性の土台の上

に,強 固な商人集団(マ ハー ジャン)が 形成 されてきていたのである。

近世イ ン ドにおいて,グ ジ ャラー ト地方がいか に歴史的かつ地政学的 に交易の一大拠点

とな っていたかどうか は,グ ジャラー ト地方 をめ ぐる取引が さかんであったか どうかを検

証す ることで明 らかに出来 よ う。 そこで次章 では,グ ジャラー ト商人 と取引を行 ったヨー

ロッパ側 の史料 およびそれに依拠 した論考を引用 しつつ,近 世 グジャラー ト地方の商況を

概観 してゆ く。

2.グ ジ ャラ ー ト地 方 の 商 況

ここでは,グ ジャラー ト地方 における諸物 資の流れを,特 にEICが 求めた商品(綿 布 ・

藍 ・砂糖 ・胡椒 その他 の香料)を 中心に,概 括 的に述べ る。そ して個 々の商 品において,

EICの 交易活動がいかにグ ジャラー ト商人 の交易活動 に影響 を及 ぼ しえたのかを考察す

る。

1)綿 布

まず,グ ジャラー ト産の綿布か ら述べ ることとす る。 グジャラー ト産の綿布 は,16世 紀

初頭の頃よ り海外の様 々な地域に輸 出されていた。1503年 か ら1508年 にか けて東洋各地 を

旅行 したル ドヴィコ ・デ ィ ・ヴァルテマは,グ ジャラー トのカ ンベイ港か ら 「毎年40～50

隻 の船が綿布 と絹織物を積んで」様 々な国へ出掛 けると述べ,ま た1511年 か らカナノール

のポル トガル商館 に,次 いで1512年 か ら1515年 までマラ ッカの商館 に勤務 していた トメ ・

11)17世 紀前半にはグジャラート地方がインド産織物の一大産地であり,EICは グジャラート産綿

布を戦略商品として交易網を展開していった。拙稿,「ムガル帝国期グジャラー ト地方における
イギリス東インド会社の綿布交易に関する一考察」r商 経学叢』第46巻第3号,2000年,233～
249ページ。
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図316世 紀のグジャラー ト

ピ レス も,グ ジ ャラー ト産綿 布 の種 類 を20種 と も30種 と も言 って い る12)。 これ らの グ ジ ャ

ラー ト産綿 布 は,イ ン ド洋交 易 圏全 域 に流 通 して い た。 トメ ・ピ レス や,1500年 か ら1515

年 まで主 にカ ナ ノ ール で勤 務 して い た ポル トガ ル 人 官吏 の ドゥア ル テ ・バ ル ボサ に よ る

と,16世 紀 の初 頭 に,グ ジ ャラー ト産 綿布 は東 ア フ リカ沿 岸 の ム ス リム港市 国家 や紅 海 沿

岸 の諸 港 に大量 に輸 出 され,他 に もペル シ ャ湾沿 岸 や セ イ ロ ン島,ペ グー(ビ ル マ南 部)

や マ レー半 島 の テ ナ セ リム や マ ラ ッカ,ス マ トラ島,ジ ャ ワ島,バ リ島 や テ ィモ ー ル 諸

島,ボ ル ネオ 島,は て は 中国 に まで輸 出 され て い た13)。1534年 か ら1535年 にか けて,ポ ル

トガル が グ ジ ャラー ト船 に対 して デ ィウやバ ッセ イ ンに寄 港 して関税 を支 払 うよ う要 求 す

るよ うにな り,カ ル タ ス制度14)の 下 で交 易管 理 を行 うよ うに な って か らも,グ ジ ャ ラー ト

12)長 島 弘,「十六世紀イン ド海上貿易の構造一主要貿易品の分析を中心 として一」『東洋史研究」

第35巻 第2号,1976年,6ペ ージ。

13)長 島,「 十六世紀イ ン ド海上貿易」,6～7ペ ージ。

14)カ ルタス制度 とは,ポ ル トガルがイン ド洋における交易を管理 し,それに課税するための手段で/
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産綿 布 は ゴア,コ ー チ ン経 由で東 ア フ リカ ・マ ラ ッカ方 面 に輸 出 され て いた15)。

16世 紀 の グ ジ ャラ ー ト地 方 に お け る綿 織 物 の 生 産 地 は カ ンベ イ で16),前 掲 の バ ル ボ サ

は,カ ンベ イで生 産 され る商 品 と して粗製 品か ら高 級 品,捺 染 布 な ど種 々の綿布 を第一 に

挙 げて い る17)。 リンスホ ー テ ン も,1580年 代 の グ ジ ャラー ト地 方 にお いて,カ ンベ イで粗

布 か ら高 級綿 布 まで多様 な綿布 が 生産 され て いて,そ れ らが非常 に安価 で あ り,「 いか な る

オ ラ ンダ製 の織 物 よ りも」 は るか に優 れ た 品質 で あ る と述 べ て い る18)。 しか しこれ らの記

述 に したが って,16世 紀 に お け るグ ジ ャラー ト地 方 の綿 布 生産 地 はカ ンベ イ に限定 され て

いた と判 断す るの は早計 で あ る。16世 紀 には ヨー ロ ッパ商 人 の事 業範 囲が グ ジ ャラ ー ト地

方 の沿 岸 部 に と ど ま って お り,し た が って ヨー ロ ッパ 側 の 史 料 に依 拠 せ ざ るを得 な い以

上,当 時 の 内 陸部 の事 情 が あ ま り明確 で な い こ と,お よ び17世 紀 以 降 に判 明す る グ ジ ャ

ラ ー ト地 方 の商 況 を考 慮 す れ ば,16世 紀 の カ ンベ イ は,綿 織物 の生 産 地 とい うよ りは グ

ジ ャラー ト地 方 各地 にお い て生 産 され る綿布 の一 大 集散 地 で あ った と判 断 す る ほ うが妥 当

で あ る。

17世 紀 に入 り,EICや オ ラ ンダ東 イ ン ド会 社(以 下VOCと 略す)が スー ラ トに商館 を

置 き,グ ジ ャラー ト地方 内陸部 にお いて も交 易 に従 事 す るよ うにな る と,両 者 の商 館員 の

報 告 に よ り,グ ジ ャラ ー ト地 方 の よ り詳 細 な 物 資 の 流 れ が 明 らか とな った。 こ こで は主

にEIC史 料 に基 づ き,グ ジ ャラー ト産 綿 布 の 生 産地 お よ びそ の流 通 ル ー トにつ いて概 観

す る こ ととす る。

ア フマ ダバ ー ドで は,チ ンツや キ ャ リコ とい った種類 の綿布 が 入手 で きた。 これ らの商

品 は,ア フマ ダ バ ー ドの近 郊 で 製 造 され19),ド ー ル カな どの 隣 接 す る都 市 か らア フマ ダ

バ ー ドに持 ち込 まれ た20)。EICは1620年 に こ こに商館 を設 置 し,1シ ー ズ ンに総 額15万 ル

＼あ った。 イン ド洋で交易に従事する船 は,ポ ル トガル当局が発行す るカルタス(通 行証)を 所持

しな くてはならなか った。商人が扱 ってよい商品は厳 しく制限され,商 船はポル トガルの特定の

要塞向けの交易に限 って従事す るべきとされた。 そうでない場合は,目 的地 に達するまでにポル

トガルの要塞 に寄港 し,関 税を支払 うことを要求された。 カルタスを所持 しない商船がポル トガ

ル船 に掌捕された場合,そ の積荷 は没収された。 しか し現実には,こ のようなカルタス制度を実

施す るにはアジアにおけるポル トガルの船舶数および人員 はあまりに過小す ぎた。 また要塞の地

理的配置 も,こ のような交易管理を徹底できるほどのものではなか った。 ピアスン,『ポル トガル

とイン ド』,13～20ペ ー ジ。

15)長 島,「 十六世紀イ ンド洋海上貿易」,26ペ ージ。

16)S.Copal,"CommerceandcraftsinGujarat16'``and17`"Centuries‐Astudyintheimpactof

Europeanexpansiononprecapitalisteconomy‐",NewDelhi,1965,pp.187-190.

17}Gopal,"Commerceandcrafts",p.187.

18}Gopal,"Commerceandcrafts",p.189.

19)WilliamFoster(ed.),"TheEnglishFactoriesinIndia(以 下EFIと 略す)1618-1621",pp.75
～76 ,p.113,p.178.

20)"EFI1618-1621"pp.75^76,p.113."EFI1622-1623"p.40,p.89,p.93.
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ピー を上 回 る綿布 を買 い付 けた21)。

ブ ロー チ は,グ ジ ャラー ト地 方 にお ける輸 出入 品 の集散 地 で あ り,ダ ー ボル や マ ラバ ー

ル,そ の他 グ ジ ャラー トの他地 域 か ら商 人 が集 ま って きて いた22)。 ブ ロー チ はグ ジ ャラー

ト地方 に お け る主要 な織 物 の集 散 地 で もあ り,完 成 品 のみ でな く,綿 糸 や原 棉 も入 手 で き

た23)。 これ は,ブ ローチ に おい て原 棉市 場 ・綿 糸 市場 ・綿 布 市場 とい った綿布 製 造 の各 工

程 にお いて市 場 取 引 が成 立 して い た こ とを示 して い る。 つ ま り,綿 布 の生 産工 程 が か な り

の程 度外 部化 され て いた ことを示 す もので あ る24)。 この よ うな 生産 工 程 の外部 化 は,製 品

の多 様化 を容 易 にす る。 グ ジャ ラー ト産 綿 布 が イ ン ド洋 交易 圏 の広 範 な領 域 にわ た って受

容 され た の は,イ ン ド洋交 易 圏各 地 の様 々な 需要 に見合 った,多 様 な製 品 を生産 す る こ と

が可 能 で あ ったか らで あ った とい うこ とが考 え られ るで あ ろ う25)。 また,ブ ロー チ は綿 布

の洗 浄 ・漂 白や染色 工程 に おい て も高 く評 価 されて い て,こ れ ら諸 工 程 の処 理 の た め に,

ア フマ ダバ ー ドや バ ロー ダ,ま た グ ジ ャラー ト地 方 よ りも さ らに内陸 部 の ア グ ラ,ラ クナ

ウか らも糸 が 送 られ て きて いた26)。 バ ロー ダや ダ ブ ホイ と い った綿 布 産 地 と して知 られ て

いた27)都 市 が ブ ローチ近 郊 に散 在 して いた こ とと も無 関係 で は な いだ ろ う。 バ ロー ダ は,

17世 紀初 頭 に当地 を訪 れ たSulbaneckに よれ ば,繊 維 労働 者 の集 ま る工 業 都市 で,染 色 ・

捺染 の工 程 が集 中 して行 わ れて い た28)。EICは,バ ローダ で も綿 布 を購 入 して い た29)。

海 外 向 け輸 出品 の集 散地 と して,EICやVOCの 拠 点 と もな った スー ラ ト近郊 で も,ナ

ブサ リや ラ ンデル とい った都市 か ら もた らされ る綿 布 が取 引 され,綿 糸 な ど もEICに 購

入 され て いた30)。 上 記 都市 の ほか に も,ブ ル ハ ンプー ル,ガ ンデ ビ等 の都市 が綿布 の生 産

地 と して知 られて い た。

そ もそ も,グ ジ ャラー ト産 綿 布 がEICに よ って求 め られ たの は,東 南 ア ジア産 の胡 椒 や

21)平 田桂一 『イン ド商業史』晃洋書房1996年,54ペ ージ。

22)"EFI1618-1621",p.108,p.138."EFI1622-1623",p.87.

23)"EFI1624-1629",p.245.

24)こ れは,19世 紀末のイギ リスにおいて広 く確認 された,マ ー シャル的産業組織 に近 いネ ッ ト

ワー クを形成 していたと言えるか もしれない。綿業の中心地であったラ ンカシャーでは,個 々の

街で特化が進展 してお り,紡 績や織布が行われていた り,あ るいは特定の番手の綿糸や特定のス

タイルの織物が生産 されていた。R.ラ ングロワ ・P.ロ バー トソン(著)/谷 口和弘(訳),『 企業

制度の理論 ケイパ ビリティ ・取 引費用 ・組織境界』,NTT出 版,2004年,216～217ペ ージ。

25)拙 稿,「 イギ リス東イン ド会社の綿布交易」,238～244ペ ー ジ。

製品の差別化を通 じて競争力 を磨 いているという意 味では,同 質 的な製品を廉価で生産す る

マー シャル的産業地域 よりも,第3の イタリアの産業地域 に近いのか もしれない。ラングロワ ・

ロバー トソン,『企業制度の理論』,218～219ペ ージ。

26)平 田,『 イ ン ド商業史』,55ペ ージ。

27)"EFI1622-1623",p.93,p.100.

28)平 田,『 イン ド商業史』,56ペ ー ジ。

29)"EF11622-1623",p.100,p.159."EFI1624-1629",p.335.

30)Gopal,"Commerceandcrafts",p.161.
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香 料 をバ ー ター取 引 で購入 す るた めの手 段 と して で あ った。 しか し,1609年9月 に帰 還 し

たDragon号 の乗 組 員 で あ ったRichardMorehowが,EIC取 締 役 会 に対 して 「book

calico」 を購 入 した こ とを報 告 した こ とか ら,ヨ ー ロ ッパ に向 け ての搬 出が 始 ま った。 こ

の商 品 は,紅 海 にあ る ス コ トラ島近 くに いた ジ ャンク船 か ら一 反4シ リングで購入 され,

3～4倍 の価 格 で転 売 さ れ た。 そ の商 品 の一 部 が本 国 に送 られ た の で あ る31)。1613年 以

降 キ ャ リコはEICに よ って ロ ン ドンに送 られ る よ うにな り,1620年 代 に入 る と,年 間10

万 反 を超 え る量 が ロ ン ドンに輸 入 され る よ う にな った32)。1630年 代 は じめ にお こ った グ

ジ ャラー ト地 方 を 中心 とす る大 飢 謹 によ り一 時 期 グ ジ ャラー ト産 キ ャ リコの輸 入量 が減少

した こ とはあ った ものの,1650年 代 に東 イ ン ドコ ロマ ンデル沿 岸 の マ ドラス に と って代 わ

られ る ま で,ス ー ラ トはEICに と っ て第 一・の キ ャ リコ積 出港 で あ った33)。 この よ うな

ヨー ロ ッパ 向 けの新 たな キ ャ リコ需 要 の増 加 に応 じて,EICは 上 記 の各 都市 に商館 を設置

して商 品 の確保 を 図 った。 ただ,EICの 求 め た キ ャ リコは上質 の もの に 限 られ た。 品質 の

劣 る もの は敬遠 され,織 布 工 に返 品 され るこ と もあ った34)。

17世 紀 初 頭 にF.ピ ラー ルが 言 った よ うに,「(グ ジ ャラー トの)主 要 な富 は,主 に絹 織

物 と綿 布 か らな る。 喜 望峰 か ら中 国 まで,男 も女 も誰 もが頭 のて っぺ んか ら足 の先 まで そ

れ を身 に纏 って い る。」35)と い う こ とが,多 分 の誇 張 を含 み つ つ もグ ジ ャラー ト産 綿布 が

イ ン ド洋 交 易 圏の あ らゆ る階層 に受 容 され て い た こ とを示 唆 して い るの な らば,EICが グ

ジ ャラー ト地方 の綿 布 交易 に与 え た影響 は,こ とヨー ロ ッパ 向 け のキ ャ リコや モス リ ンに

限 って言 え ば,高 級 品 に限定 され た もので は なか ったの だ ろ うか 。 グ ジ ャラー トの交 易商

人 に と って よ り脅威 で あ ったの は,従 来彼 らが行 って きた交 易活 動 にEICやVOCが 参入

して きた こ との ほ うで あ った。 それ は,胡 椒 その他 の香 料 を購 入 す るた めの大量 の イ ン ド

産 綿 布 を東 南 ア ジ アや イ ン ドの マ ラバ ー ル沿 岸 へ輸 出す る交 易 活 動 と,ペ ル シ ャ湾 ・紅

海 ・東 ア フ リカ沿岸 へ の輸 出交 易 で あ った。 前 者 は ヨー ロ ッパ に送 る胡 椒 や香 料 を獲 得す

る ため36),後 者 はイ ン ド洋 に おい て諸 商 品 を買 い付 け る正 貨 を獲 得 す るため,と もにEIC

やVOCに と って欠 くべ か らざる ア ジア域 内交 易 で あ った。 した が って,イ ン ド洋 交 易圏

内で のEICの グ ジ ャラ ー ト産綿 布 交 易 を考 察 す る場合,グ ジ ャラー ト交 易 商 人 の 存在 を

31)K,N.Chaudhiri,"TheEnglishEastlndiaCofnpany-TheStudyofanEarlyJoint-5「tockCom-

pany1600-1640",NewYork,1965,p.192.
32}Chaudhuri,"TheEnglishEastIndiaCompany",p.1.93.

33)Chaudhuri,"TheEnglishEastIndiaCompany",p.200.

34}"EFI1637-1641",p.312.

35)長 島,「 十六世紀イン ド洋海上貿易」,26～27ペ ージ。

36)17世 紀 の間EICは イ ン ド商品に対す る購買力不足 に悩 まされた。Chaudhuri,"TheEnglish'
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無視 す る こ とは出来 な い。

2)藍

グ ジ ャラー ト地 方 にお け る藍 の生産 地 は,ブ ロー チ,バ ローダ,ド ール カ,ナ デ ィァ ド,

カ ンベ イ等 もあ ったが,EICに と って最 も重 要 で あ った の は,ア フマ ダバ ー ド近 郊 の サル

ケ ジで あ った。 サ ル ケ ジ産 の藍 は ア グ ラ近 郊 の バ ヤ ナ産 の藍 に次 い で 上 質 で あ った た

め37),英 蘭東 イ ン ド会社 は,ヨ ー ロ ッパ 向 け の商 品 と して これ を輸 出 した。 サ ル ケ ジ藍 は

ア フマ ダバ ー ドで取 引 され てい た ので,EICは ア フマ ダバ ー ドの商 館 で サル ケ ジ藍 を購 入

して いた。 また,ア ル メニ ア商 人 や ア ラ ブ商人,ペ ル シ ャ商人 も藍 の買 付 に訪 れて い た38)。

EICが 設立 され る以前,16世 紀 末 に ヨー ロ ッパ に もた ら され て いた 藍 の大 半 は シ リアの

ア レ ッポ経 由で あ った。 この頃 の藍 の生 産 地 は サル ケ ジで はな く,バ ヤナ で あ った。 バ ヤ

ナ産藍 は陸 路 ラホー ル まで送 られ,そ こで 中東 か ら来 た商人 が 買 い取 り,陸 路 キ ャラバ ン

で ア レ ッポ まで輸 送 された39)。 この ため藍 の輸 出交 易 に お いて は,グ ジ ャラー ト交 易 商人

は重 要 な役 割 を果 た して いたわ けで はな か った。 む しろ グ ジ ャラー ト産 藍取 引 にお い て主

要 な役 割 を果 た して い たの は アル メニ ア商 人 で,彼 らの輸 出先 はペ ル シ ャ市 場 で あ った。

したが って藍 の ヨー ロ ッパ市 場 へ の輸 出を行 う場 合,綿 布 の 場合 と は異 な りEICは,海 外

交易 に従 事 す るグ ジ ャラー ト交 易商 人 の利 害 を考 慮 す る必 要 は無 か った。 か とい って,全

く競 争 が無 か ったわ けで はな い。17世 紀 は じめ,サ ル ケ ジ藍 はバ ロー ダ産 の藍 とと もにカ

ンベ イ で も販 売 され て いた40)。 そ れ で もあ えてEICが ア フマ ダバ ー ドに商館 を置 い てサ

ル ケ ジ藍 を購 入 して いたの は,綿 布 や硝石 とい った他 の重 要 な商 品 もそ こで購 入 で きたか

らとい うこ と もあ るが,VOCや アル メ ニ ア商 人 な ど との競 争 が あ った か らで もあ ろ う。

バ ロー ダ,ブ ローチ,ス ー ラ トの織布 工 も,EICやVOCよ り少 量 で は あ るが,ア フマ ダ

バ ー ドで藍 を購入 して いた41)。 しか し,そ れ よ りむ しろ と問題 とな った の は,EICに よ る

巨額 の買付 を見越 して藍 の買 占 めを行 お う とす る現 地 商人 や42),売 り惜 しみ す る生 産者 で

EastIndiaCompany",p.14.一 方,紅 海沿岸の巡礼港 にやって くるアラブ人商人 は正貨で商品を

購入 したため,紅 海交易 はEICに とって魅力的な ものであ った。"EFI1618-1621",Introduc-

tionp.24.

37)"EFI1618-1621",p.113,"EFI1622-1623",p,1Q9.

38)平 田,『 イ ンド商業史』,53ペ ージ。

39)1.Habib,"TheagrariansystemofMughalIndia1556-1707",AsiaPublishingHouse,」.963,

p.72.
40)Gopal,"CommerceandCrafts",pp.149-150.

41)B.G.Gokhale,"SuratintheSeventeenthCentury‐AStudyinUrbanHistoryofpre‐modernIn-

dia",CurzonPress,1977,p.76.

42)"EFI1622-1623",pp.88-89,pp.162-163.
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あ った。

3)砂 糖

16世 紀 か ら砂 糖 は紅 海 方面 に輸 出 され て いた。 ア ラ ビア半 島南 部 の シ ャフル港 には,カ

ンベ イや チ ャウル,ダ ボル の 「ア ラブ人 」 が,綿 布 や その他 の商 品 とと もに砂 糖 を積 ん で

きて いた43)。 しか し,そ の砂 糖 は全 て が グ ジ ャラー ト産 とい うこ とで は なか った。 バル ボ

サ によ る と,カ ンベ イ か らチ ャウル やダ ボル に や って きた船 は,帰 り荷 に ヤ シの実 の果 汁

か ら作 った砂糖 を積 ん で いた44)。 ま た,デ ィウは カナ ラ地 方 のバ トカル か ら来 る船 の受 け

入 れ港 で あ った が,こ れ らの船 に も砂糖 が積 ま れて い た45)。 この よ うに,グ ジ ャラー ト商

人 の行 う砂 糖交 易 は,中 継 交 易 の性格 を持 って い た。EICが グ ジ ャラー ト地方 にや って き

て,ヨ ー ロ ッパ 向 け に砂糖 を購 入 す る際 に も同様 の手法 を用 い た。EICは ア フマ ダバ ー ド

にお いて砂 糖 を購 入 す るこ とが 出来 たが46),グ ジ ャラー トで生産 され る分 だ け で は不 十分

だ ったの で,ア グラか ら も輸 入 して いた47)。

そ れで は,こ の砂 糖 の 中継交 易 に関 して,EICと グ ジ ャラー ト交 易 商人 は どの よ うな関

係 にあ った のだ ろ うか。 単 に砂 糖 とい って も上 質 の精 白糖 か ら粗糖 まで様 々な種類 が存在

し,EICが ヨー ロ ッパ 向 けに買 い求 め た の は上 質 品 に 限 られて い たか ら,こ こで問題 とな

るの は,EICの イ ン ド洋 交 易 圏 内向 けの砂 糖輸 出で あ った。 と りわ け グ ジ ャラー ト商 人 に

巨利 を約 して いたペ ル シ ャへ の砂糖 輸 出が重 要 で あ った。17世 紀初 頭,ポ ル トガル が ホル

ムズ 島 に要 塞 を築 き,交 易管 理 を行 って い た に もか か わ らず,グ ジ ャラ ー ト商 人 はペ ル

シ ャ湾 方面 で交 易 を行 って い た。 や がてEICは,ペ ル シ ャ湾 に砂 糖 を輸 出す れ ば150パ ー

セ ン トに上 る利益 が得 られ る こ と,そ して スー ラ トか らは500ト ンの砂 糖 をペ ル シ ャに運

ぶ こ とが可 能 で,ア ル メニ ア商 人 もこの交 易 で莫 大 な利 益 を得 て い る こ と も知 った48)。 イ

ン ド産 品 を買 い付 け る資金 に窮 し,同 時 にペル シ ャ産 の絹 織物 を求 め てい たEICは,こ の

砂糖 交 易 に参入 す る意 思 を示 した。 した が って,綿 布 と同様 に この砂糖 交 易 に お いて も,

EICと グ ジ ャラー ト交 易商 人 は,競 合 的な 関係 にあ った と考 え られ る。

43)Gopal,"CommerceandCrafts",p.3.

44)Gopal,"CommerceandCrafts",p.76.

45)Gopal,"CommerceandCrafts",p.$6.

46)"EFI1622-1623",p.278.

47)"EFI1618-1621",p.102.

48)Gopal,"CommerceandCrafts",p.40.
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4)胡 椒 そ の他 の香 料

まず,グ ジ ャラ ー ト地 方 で は,胡 椒 は お ろか香 料 は一 切 産 出 され なか った。 しか し,グ

ジ ャラー ト商人 と香料 交 易 は密 接 に結 びつ いて い た。

イ ン ド洋 交 易 圏 にお いて,胡 椒 な どの香 料 を産 出 した地 域 は限定 され て お り,一 つ はイ

ン ド西海 岸 のマ ラバ ー ル地方 で あ り,も う一 つ は マ レー半 島 ・スマ トラ島 ・ジ ャワ島 ・香

料諸 島な どの東南 ア ジア地域 で あ った。 グ ジ ャラー ト商 人 は,こ れ らの地 域 と交易 を結 ぶ

こ とに よ り香 料交 易 に関与 した。

トメ ・ピ レス によ る と,グ ジ ャラー ト商 人 はマ レー半 島や イ ン ドネ シア多 島海 の諸 港,

す な わ ちマ ラ ッカ ・ケダ ー ・ブル ア ス ・セ ラ ンガ ー ・ンジ ャム ジ ャム ・パ セ ・ペ ジル に常

に姿 を見 せ て いた49)。 これ らのな か で も,マ ラ ッカ が最 も多 くグ ジ ャラ ー ト商 人 が 集 ま る

港 で あ り,グ ジ ャラ ー ト商 品 の集散 地 で あ った。 カ ンベ イ か ら来 る船 に は,さ ま ざ まな種

類 の高 級 綿布 や 粗布,ケ シ,バ ラ水,各 種薬 草,大 量 のア デ ン産 の香水,そ の他 手 工業 品

が積 まれ て いた 。 ま た,カ ンベ イの通 貨(マ フ ムー デ ィ銀 貨 の こ とで あ ろ う)は 誰 に も差

別 され る こ とな く流 通 し,マ ラ ッカ に いる4人 の シ ャー=バ ンダル(港 湾長 官)50)の うち,

グ ジ ャラー ト人 の シ ャー=バ ンダル が最 も位 が上 だ った51)。 ピ レス はま た,グ ジ ャラー ト

とマ ラ ッカの交 易 量 につ いて も示 唆 を与 えて い る。 彼 に よれ ば,3月 にそれ ぞ れ15,000～

30,000ク ル サ ー ド(ポ ル トガ ルの銀 貨 単位)分 の荷 を 積 んだ4隻 の グ ジ ャラー ト船 が マ ラ ッ

カ に向 けて 出港 し,別 に70,000～80,000ク ルサ ー ド分 の荷 を積 ん だ船 も同地 に 向か った52)。

グ ジ ャラー ト地方 とマ ラバ ー ル地 方 の沿岸 交 易 も,盛 ん に行 わ れ て いた。 グ ジ ャラー ト

商 人 は,グ ジ ャラー ト地方 内外 で需 要 され る香 料 そ の他 の商 品を購 入 す るため にカ リカ ッ

トを訪 れ,ま た マ ラバ ー ル商 人 もカ ンベ イ,デ ィウ,そ の他 グ ジ ャラ ー ト地 方 の諸 港 に

や って き た。 ピ レス に よれ ば,グ ジ ャラ ー ト商 人 はデ カ ン高原 のパ フマ ニ ー朝 ムス リム王

国,ゴ ア,マ ラバ ー ル のい た る と ころの交 易地 に代理 人 を置 いて いた53)。 ま た,セ イ ロ ン

島 に もグ ジャラ ー ト商 人 が綿布 そ の他 の商 品 を携 え て や って き て,シ ナモ ンを購入 して い

た54)。

それ で は,こ れ らグ ジャラー ト商 人 が購 入 した胡椒 そ の他香 料 は,ど の よ うに流通 して

49)Gopal,"CommerceandCrafts",p.6.

50)シ ャー ・バ ンダルは,貿 易船の出入 りの許可,積 荷の検査 と価格の査定,輸 出入商品の取引,

王の税金の決定,そ の他貿易上の一切の事柄について最高の権限を持 っていた。山田憲太郎,「香

料の歴史』紀伊国屋新書(復 刻版),1994年,124ペ ージ。

51)Gopal,"CommerceandCrafts",p.6.

52)Gopal,"CommerceandCrafts",p.7.

53)Gopal,"CommerceandCrafts",p.89.

54)Gopal,"CommerceandCrafts",p.5.
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いた の だ ろ うか。 東 南 ア ジア産 の胡椒 や香 料 は,グ ジ ャラー ト商人 が その交 易 の大 半 を 占

めて い た。 た だ,こ れ は イ ン ド洋 交 易 圏 内 に関 して の こ とで あ って,中 国へ の胡 椒 交易 は,

中国 商 人 が東 南 ア ジア と中国 の 間 を往 来 して いた。1405年 か ら1433年 に か け て7次 に わ

た って行 われ た鄭 和 の大 遠 征55)の うち,第1次 ・第4次 ・第7次 の遠 征 に随行 した 中国

人 ムス リム馬 歓 の 「瀟 涯 勝 覧(え いが い し ょう らん)」 に よれ ば,ジ ャ ワ島 や スマ トラ島

のパ レ ンバ ン地方 で は,外 国交 易 取 引用 の銅 貨 は,全 て 中国 の銅貨 が使 わ れて い た56)。 し

か しマ ラ ッカ以西 に関 して は,グ ジ ャラー ト商 人 が ほぼ独 占 して いた。 グ ジ ャラー トの香

料 交易 に おい て最 も重 要 な交 易 ル ー トは,カ ンベ イを 中継地 と して ア デ ンとマ ラ ッカを結

ぶ もの で あ った 。 ピ レス は次 の よ うに述 べ て い る。 「カ ンバ ヤ は二 本 の腕 を の ば し,右 手

で アデ ンを握 り,一 方 の手 で マ ラ カを握 って い る。 これ は重要 な航 路 で あ って,他 の場 所

へ の航 路 はそれ ほ ど重 要 で はな い。」57)

グ ジ ャラー ト商 人 はマ ラバ ー ル産 の胡椒 も扱 って いたが,マ ラバ ール 産胡 椒 の紅 海方 面

お よび ホル ム ズへ の交 易 は,カ イ ロか,メ ッカの外 港 で あ る ジ ッダを根 拠地 と した ア ラブ

人 商人 が,自 分 た ち の船 で行 って いた58)。 したが って,こ と グ ジ ャラー ト商 人 の胡 椒 の遠

隔地交 易 に関す る場 合,マ ラバ ール産 胡 椒 は東 南 ア ジア産 胡椒 ほ どの重 要性 を持 た なか っ

た。 グ ジ ャラー ト地 方 はま た,イ ン ド内陸部 へ の香 料交 易 の玄 関 口で もあ った。

ポル トガ ルが15世 紀 末 に イ ン ドにや って きて,マ ラ ッカ ・ゴア ・デ ィウ ・ホル ム ズ に要

塞 を築 いて香 料 交易 独 占政 策 を試 み るよ うに な って も,グ ジ ャラー ト商 人 の胡椒 交 易 に決

定 的 な変 化 は起 こ らなか った。 そ れ は,ま ず第 一 に,ポ ル トガ ル の胡 椒 交 易 の背景 に ある

ヨー ロ ッパ の 胡 椒 需 要 そ の もの が,ア ジア交 易 圏全 域 で の胡 椒 需 要 に比 べ て ず っ と少 な

か った た めで あ った。 香料 史 の研 究 によ る と,16世 紀前 半 のア ジ アに お け る胡椒 の年 間産

出量 は約9,000ト ンで,そ の う ち ヨー ロ ッパ で 需 要 さ れ た の は年 間約2,000ト ン に過 ぎ な

か った。 しか し,ク ロー ブ,ナ ツ メ グ,メ ー ス に関 して は,ア ジ アの年 間産 出量 の半分 を

消 費 して いた59)。

さ らに ポル トガ ル は,カ ル タス制 度 に よ る交 易管 理 も試 みた が,そ れ も予期 した ほ どの

55)山 田,『香料の歴史」,91ペ ージ。

56)山 田憲太郎,『 香薬東西』,法 政大学 出版局,1980年,57ペ ージ。

このように東南 アジアにおいて中国通貨が流通 していたのは,中 国に大量の胡椒 が輸 出されて

いたために他な らない。山田の研究によれば,16世 紀初頭のイ ンドネ シアにおける胡椒の生産量

は年 間5,000ト ン強で,そ の うち約2,600ト ンが中国に輸 出されていた。 山田,『 香料の歴史』,92
～101ペ ージ。

57)ピ アス ン,『 ポル トガル とイ ンド』,17ペ ージ。

58)ピ アス ン,『 ポル トガル とイ ンド』,19ペ ージ。

59)山 田,『 香料の歴史』,147～155ペ ー ジ。

一 .112(676)



近世西イ ンドグジャラー ト地方における現地商人の商業活動(藪 下)

効果 を もた らさなか った。 グジ ャラ ー ト商 人 は,東 南 ア ジア の香料 を入手 す るた め に必 ず

しもマ ラ ッカに寄港 す る必要 な ど無 く,む しろ交 易拠 点 を マ ラ ッカ に近 い スマ トラ 島のパ

サ イな ど別 の港 に移 した60)。 これ は紅 海 交 易 に関 して も同様 で,し か も グジ ャ ラー ト商 人

に と って重 要 な アデ ンはポ ル トガ ルの支 配 を受 けて い なか った。 さ らに ゴアの ポル トガ ル

人 も,食 用 穀物 や交 易 の た め の 資金 を グ ジ ャ ラー ト商 人 に依 存 して い た た め61),グ ジ ャ

ラー ト商 人 との 関係 を損 な うわ けに はい かな か った。 その た め,グ ジ ャラー ト商 人 に対 し

て免 税 カ ル タス を発行 す る こ と もあ った62)。 そ もそ も,ポ ル トガル が カル タ ス制 度 にお い

て租 税収 入 を獲 得 す るため に は,現 地 商 人 に対 して あ ま り大 きな 負担 を強 い る措 置 を と る

こ とは出来 な か った だ ろ う。

で は,17世 紀 に入 りEICが 行 った香 料 交 易 は,グ ジ ャラー ト商 人 に と って どの程 度 の影

響 を与 え る もの だ った のだ ろ うか。 結論 か ら言 うと,ポ ル トガル の それ よ り もは るか に大

き い打 撃 を与 え る もの だ ったで あ ろ う。 ポル トガル が母 国 向 けの胡椒 の大部 分 を購 入 して

い た の は,グ ジ ャラー ト商 人 に して み れ ば東 南 ア ジア よ り も相 対 的 に重 要性 の低 いマ ラ

バ ール地 方 にお いて で あ った。 一方,EICが 香 料 の購 入 を行 お うと試 み た のは,東 南 ア ジ

ア におい てで あ った。 しか も,EICは 香料 を獲得 す るた め に グ ジ ャラ ー ト産 綿布 を輸 出 し

よ う と した。 これ は,明 らか に グ ジ ャラー ト商人 が 行 って いた交 易 へ の参入 で あ った。 さ

らにEICが 扱 う香 料 の 販売 市 場 に は,ヨ ー ロ ッパ の み な らず,喜 望 峰経 由 で あ ったが グ

ジャ ラー ト商 人 に と って も重 要 な販 売 市場 で あ る レヴ ァ ン ト地 方 も含 まれ て い た。16世 紀

後半 よ り レヴ ァ ン ト経 由の地 中海香 料 交易 が 復活 し63),そ れ が グ ジ ャラー ト商人 らの香料

交 易 を支 えて い たの だが,一 方 で この時期 の ヨー ロ ッパ に お け る胡椒 需 要 の増大 は ア ジ ア

にお け る胡 椒生 産量 の増 加 ほ どで もなか った と推 定 され て い る。 この こ とか ら,こ の時期

に は レヴ ァ ン ト地 方 そ の もの の胡椒 需 要 が増 大 した と考 え られ る64)。 しか し1620年 代 に入

る と,地 中海 にお け る胡 椒 の流 れ は,逆 に ヨー ロ ッパ か ら東 へ流 れ るよ うに な った。1626

60)Gopal,"CommerceandCrafts",p.13.

61)ゴ アは食用穀物の供給 をグジ ャラー ト地方 に依存 していた。 ゴア ーカ ンベイ間を,300-400

艘のポル トガルの船団(カ フィラ)が,年 に2,3回 定期的に往復 していた。Gopal,"Commerce

andCrafts",pp.80-84.

グジャラー ト地方の関税収入 は,ポ ル トガルがイ ン ドで商品を買い付 ける上で重要 であった

し,ポ ル トガル人 の民間交易資本のかな りの部分が,グ ジャラー トの資本で賄われていた。 ピァ

ス ン,『ポル トガルとイ ンド』,175～179ペ ージ。

62)ピ アスン,『 ポル トガル とイ ン ド』,161ペ ージ。

63)ブ ローデルは,レ ヴァン ト交易が決定的な打撃を受 けるのはオ ランダがイ ンド洋を完全 に制圧

した1625年 前後であるとし,16世 紀末まで香料の レヴァン ト・ルー トは相変わ らず健在であった

と述べている。 フェルナ ン・ブローデル(著)/浜 名優美(訳),『 地 中海 第2巻 一集 団の運

命 と全体 の動 き1-』,藤 原書店,1992年,316-360ペ ージ。

64)長 島,「 十六世紀イ ン ド洋海上貿易」,19～22ペ ー ジ。
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年 には ロン ドンか ら再輸出 された胡椒約120万 ポ ン ドの うち約80万 ポ ン ドが,翌1627年 に

は約250万 ポン ドの うち約180万 ポ ン ドが地 中海方面 に輸 出された65)。さらに,ア グラでの

商品買付に必要な資金 を確保す るため,EICは アグラに酪駝30頭 分 に上 るクローブを輸出

した66)。このよ うに香料交易 に関 しては,EICは グジャラー ト商人の従来の交易活動 に全

般的な影響 を及 ぼす こととな った。

この章 では,EICも 扱 った主要商品に関するグジャラー ト地方 の商況 を述べ,イ ン ド洋

交易圏 における一大交易拠点であ ったグジャラー ト地方 において,グ ジャラー ト商人が従

事 した交易の規模 ・範 囲はヨーロ ッパ商業勢力にとって決 して無視で きないものであ った

こと,グ ジャラー ト商人 の交易活動 との競合のなかでEICは イ ン ド洋交易圏への参入を

果た した ことを概観 した。 しか し,グ ジャラー トで商業活動 に従事 していたのはここで述

べた交易商人だけではない。次章 では商業活動 の様々な側面 におけるグジャラー ト商人の

事業 を紹介 し,グ ジャラー ト商人 とEICの 競合 関係のみに規定 されない取引関係 のあ り

方 につ いて考察す る。

3.グ ジ ャ ラ ー ト商 人 の 商 業 活 動

前章で は,グ ジャラー ト地方及 び当地を中心 とした商品流通を特 にEICの 扱 った主要

な商品のい くつかに注 目して概観 した。本章では,こ のように広範 にわたった商品流通を

支えた,グ ジャラー ト商人の多様な商業活動 について論 じる。そ して,こ の ような グジャ

ラー ト商人の存在,彼 らの商業制度 の基盤の上 にEICの 交易活動 の展開が見 られたので

はないか ということを,1)グ ジャラー ト商人 の交易活動,2)彼 らの資金調達 システム,

3)EICの ブローカーとしての役割な どを検証す ることで,検 討 してゆきたい。

1)グ ジャラー ト商人 による交易活動

まず最初 に,グ ジャラー ト商人 の交易活動 につ いて論 じる。彼 らの扱 った主 な商品およ

びその交易範囲に関 しては前章において述べたが,こ れ以外 にもグジャラー ト商人 は多 く

の商品を扱 い,様 々な地域 と交易を していた。

遠隔地交易における輸出品 としては,前 章で述べた商品のほかにも,紅 海 ・ペル シャ湾

65)浅 田 実,『商業革命と東インド貿易』,法律文化社,1984年,51ペ ージ。

66)Gopal,"CommerceandCrafts",p.130.
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方 面 に は ガ ラ ス 玉67)・ 米68)・ タ バ コ69)な ど を,ビ ル マ ・東 南 ア ジ ア 方 面 に は ケ シ ・銅 ・

大 量 の 緋 色 地 の 布,糸 状 や 球 状 に 加 工 さ れ た 珊 瑚 の 装 飾 品 ・硫 化 水 銀(朱)・ 水 銀 ・バ ラ

水 ・カ ン ベ イ 産 の 薬 草70)・ 紅 玉 髄 お よ び そ の 加 工 品 ・植 物 性 染 料 な ど を 輸 出 し た 。 一 方,

グ ジ ャ ラ ー ト地 方 に 輸 入 し た 商 品 に は,紅 海 ・東 ア フ リ カ 沿 岸 の 都 市 か ら は 珊 瑚71)・ 金 ・

銀 ・象 牙 ・ワ ッ ク ス ・ケ シ ・銅 ・水 銀 ・硫 化 水 銀 ・毛 織 物 ・バ ラ 水 ・ア カ ネ ・奴 隷72)が,

ペ ル シ ャ湾 か ら は 馬 ・金 ・銀 ・明 蓼 ・銅 ・馨 類(硫 酸 塩)・ 真 珠 等 が あ っ た73)。 モ ル デ ィ ブ

諸 島 か ら は,イ ン ドで 小 額 貨 幣 と して 流 通 し て い た 子 安 貝 を 輸 入 し74),セ イ ロ ン 島 か ら は

象75),ビ ル マ の 沿 岸 都 市 か ら は 高 品 質 の ラ ッ ク(ワ ニ ス の 原 料)・ 象 ・ル ビ ー そ の 他 の 宝

石 ・銀 ・マ ラ ッ カ 産 の 工 芸 品76)を,東 南 ア ジ ア の 諸 都 市 か ら は 貴 金 属77)を 輸 入 し て い た 。

イ ン ド亜 大 陸 の 他 の 沿 岸 部 や 内 陸 部 と も,当 然 多 く の 商 品 の 交 易 が な さ れ た 。 グ ジ ャ

ラ ー ト地 方 か ら は,マ ハ ー ラ シ ュ トラ 地 方 の 主 要 港 チ ャ ウ ル に 馬 ・ケ シ ・小 麦 そ の 他 が 輸

出 さ れ た78)。 イ ン ド に ポ ル トガ ル が 進 出 す る と,ゴ ア が イ ン ド西 海 岸 に お け る グ ジ ャ ラ ー

ト商 品 の 一 大 輸 入 港 と な っ た 。 ゴ ア へ は 小 麦 等 の 食 用 穀 物 ・馬 ・ケ シ ・油(食 用 ・化 粧

用)・ 宝 石 ・木 材 ・象 牙 等 で 作 ら れ た 工 芸 品 が 輸 出 さ れ た79)。 逆 に グ ジ ャ ラ ー ト地 方 へ 輸

入 さ れ た 商 品 を 見 る と,チ ャ ウ ル や ダ ボ ル ・マ ラ バ ー ル 諸 港 か ら は 綿 布 ・ コ コ ナ ツ ・ コ コ

ナ ツ 繊 維 ・ケ シ ・ ビ ン ロ ウ ジ ・ ワ ッ ク ス ・薬 草 ・軟 質 木 材(blackwood)・ 銅 が 輸 入 さ れ

た80)。 内 陸 部 か ら は,小 麦 そ の 他 の 食 用 穀 物 ・米 ・ダ イ ヤ モ ン ドが 輸 入 さ れ た81)。

こ の よ う に,実 に 様 々 な 商 品 が グ ジ ャ ラ ー ト商 人 に よ っ て 扱 わ れ て い た 。 そ し て こ の よ

う な 商 品 の 流 れ か ら 言 え る こ と は,具 体 的 な 数 量 は 明 示 出 来 な い が,彼 ら に よ っ て 扱 わ れ

た 商 品 の 多 く は グ ジ ャ ラ ー ト地 方 以 外 の 地 域 へ 再 輸 出 さ れ て い た ら し い と い う こ と で あ

る 。 さ ら に,彼 ら が こ れ ほ ど 広 範 に 交 易 活 動 を 展 開 す る こ と が 可 能 で あ っ た の は,本 章 で

述 べ た 商 品 と 取 引 可 能 で あ っ た 綿 布 ・香 料 と い っ た ア ジ ア 交 易 圏 内 に 広 範 な 消 費 者 層 を 持

67)Gopal,"CommerceandCrafts",p.2.

68)Gopal,"CommerceandCrafts",p.3.

69)輸 送 先 は タ ッ タ や,ペ ル シ ャ 湾 ・紅 海 沿 岸 諸 港 で あ っ た 。"EFI1618-1621",p.63,"EFL

1637-1641",p.126,"EFI1646-1650",p.50.

70}Gopal,"CommerceandCrafts",p.6.

71}"EFI1618-1621",p.326.

72)Gopal,"CommerceandCrafts",p.3

73}Gopal,"CommerceandCrafts",p.4

74}Gopal,"CoYnmerceandCrafts",p.5

75)Gopal,"CommerceandCrafts",p.5

76)Gopal,"CommerceandCrafts",p.6

77)Gopal,"CommerceandCrafts",p.8

78)Gopal,"CommerceandCrafts",p.77.

79}Gopal,"CommerceandCrafts",p.84.

80)Gopal,"CofnfnerceandCrafts",pp.76-77.

81)Gopal,"CommerceandCrafts",p.125.Habib,"Theagrariansystem",p.73.
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つ 商 品 を グ ジ ャラー ト商人 が扱 って いた とい う事 実 が あ ったか らで あ った。 しか し,綿 布

や 香 料 を主 要 交 易 品 と して交 易 活 動 を展 開 す る こ とが可 能 な地 理 的条 件 を有 して い た の

は,グ ジ ャ ラー ト商 人 に 限 らな か った。綿 布 な らば,コ ロマ ンデ ル 産 捺染 綿 布 も グ ジ ャ

ラー ト産 綿 布 と同様 にベ ンガル湾 沿 岸部 及 び マ ラ ッカ以 東 の全域 で 需要 され て お り,ま た

ベ ンガ ル産 の モ ス リンその他 の織 物 類 もアデ ン ・ペ グー ・さ らに はマ ラ ッカ以 東 に輸 出 さ

れ て い た82)。 香 料 に して も,マ ラバ ー ルで産 出 され る胡 椒 は,紅 海 ・ペ ル シ ャ湾方 面 で取

引 さ れ て い た83)。 しか し,こ の よ うな商 品 を背 景 と して コ ロマ ンデ ル や ベ ンガル,マ ラ

バ ール の商 人 が,グ ジ ャラー ト商 人 と同規模 の広範 な交 易 活 動 を行 うとい う ことは無 か っ

た。 む しろ,こ れ らの綿布 ・香料 は まず グ ジ ャラー ト地 方 に輸 入 され84),グ ジ ャラー ト交

易 商人 の手 によ って そ こか らさ らに再輸 出 されて い たの で あ る。

この よ うに考 え る と,グ ジ ャラー ト商 人 を巡 る交 易 活動 の活況 は,グ ジ ャラ ー ト地 方 の

持 つ物 資 の集散 地 と して の機 能 の高 さ,す な わ ち大 量 の商 品を イ ン ド洋 交 易 圏全域 に広 が

る流通 ネ ッ トワー クの 中で捌 き きる こ とが 可能 で あ った点 にそ の理 由を見 出 す こ とが 出来

な いだ ろ うか。 グ ジ ャラー ト地方 の優位 は,1章 で述 べ た よ うな グ ジ ャラー ト地方 の歴史

的地理 的条 件 の面 か らあ る程 度理 解 可能 で あ る。 しか しさ らに,EICの 交 易活 動 に お いて

グ ジ ャ ラー ト商 人 の果 た した役 割 を考察 す る場 合,17世 紀 前 半 に おい て グ ジ ャラー ト商人

に よ る流 通 ネ ッ トワー ク とい う制 度 的 な優位 性 も存 在 して いた と想 定 す る こ とは有 効 で あ

ろ う。

次 に,こ の よ うな イ ン ド洋 ・イ ン ド亜 大 陸全 域 に及 ぶ流 通 ネ ッ トワー ク内 の物資 の流 れ

を維持 す るの に貢献 した,グ ジ ャラー ト商 人 の各地 の交易 拠 点 に お け る居留 地 や代 理 人 の

存 在 を 明示 す る。EICが イ ン ド洋 交易 圏 に進 出す る以 前,グ ジ ャラー ト商人 は マ ラバ ール

地 方 や マ ラ ッカ に居 留 地 な い しは代 理人 を置 いて い た。 第2章 で述 べ た よ うに,マ ラバ ー

ル地方 に は香料 その他 の商 品 を獲 得 す るため沿 岸部 や 内陸部 に代 理 人 を置 い て いた し,マ

ラ ッカに は グ ジ ャラー ト人 の シ ャー=バ ンダ ルが存 在 して いた。 彼 はイ ン ド西 海岸 以 西 を

管 轄 し,他 の3人 の シ ャー;バ ンダル よ り も地 位 が高 い とみな され た。 また ピ レス に よれ

ば,1509年 の マ ラ ッカに は,大 資 本 を持 つ金 持 ちや有力 な資本 家 の代 理 人 な ど1,000人 の グ

ジ ャラ ー ト商人 が居 留 して い た85)。EICやVOCが 進 出 して か ら も,グ ジ ャラー ト商 人

82)長 島,「 十六世紀イ ン ド海上貿易」,9ペ ージ。

83)ピ アス ン,『 ポル トガルとイ ン ド』,19ペ ージ。

84)綿 布 に関 しては,長 島,「 十六世紀イ ンド洋海上貿易」,8ペ ージ。

香料 に関 しては,Gopa1,"CommerceandCrafts",p.83.

85)山 田,『 香料の歴史』,125ペ ージ。
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は各地 に居 留 地 を置 いて い た。1616年 に,VOC商 館 員 ピー テ ル ・フ ァ ン ・デ ン ・ブル ー

ク は,3,000人 の ヴ ァニ ア86)が モカ に住 み,商 人 ・金細 工 師 ・金融 業 者 ・職 人 と して も働

いて い た と報 じて い る87)。 ま たEICの 史 料 の 中 に も,当 時 の大 商 人 で あ ったバ リ=ヴ ァ

イ シ ャが,ア フマ ダバ ー ドや ペル シ ャのガ ム ロー ン(バ ンダル=ア ッバ ース)に 代 理 人 を

置 いて い た88)と い う記 載 が あ った。 さ らに,当 時世 界 で 最 も裕 福 な商 人 と噂 され た ヴ ィ

ル ジー=ヴ ォー ラは,ア フマ ダバ ー ドや ア グ ラ,ブ ル ハ ンプール,ゴ ル コンダや マ ラバ ー

ル 沿岸,イ ン ド東 海 岸 に代理 人 を置 いて い た89)。

2)グ ジ ャラー ト商人 の 金融 事業

次 に,グ ジ ャラー ト商人 の交 易 活 動 に伴 う資 金 調 達 シス テ ム に つ い て述 べ る。 こ こで

は,彼 らの資 金調 達 シス テム を,① 両 替業,② 交換 手形 を用 い た送金 や短 期 の信用 貸 付,

③ 保 険制 度,④ 金 融 業 の順 に論 じる こと とす る。

① 両 替業

イ ン ドには サ ッラー フ(saraff)と 呼 ばれ る商 人 が いて,両 替業 の みで な く送金 業 務 を

行 った り,交 換 手 形 を 発 行 して い た こ とが,17世 紀 中 頃 に イ ン ドを 旅 行 した 宝 石 商 人

J.P.Tavernier)に よ って言 及 されて い る90)。 当時 の サ ッラー フの一 番 の役 割 は,貨 幣 の

鑑 定 を行 う ことで あ った。 ム ガル帝 国 の通 貨 は純度 が 高 く,鋳 造 所 で の鋳 造 も 自由に行 わ

れて い たた め,ブ リオ ン(地 金)は5.6～6%の 手 数 料 で鋳 造 で きた91)。 した が って,貨 幣

の価値 は概 ね その重 量 に比例 して い た。 また,貨 幣 は古 くな るにつ れ て価 値 が下 が った。

この た め,サ ッラー フの特殊 技 能 によ る貨 幣 の品位 ・真 贋 ・重 量 ・年 代 の鑑定 は欠 かせ な

か った。特 に彼 らは,鋳 造所 で鋳造 され る貨 幣 の信 用 を得 るた め に重要 視 され た。 貨 幣鑑

定 の 業務 に おい て サ ッラー フが 得 た手 数 料 率 は,彼 が 鑑定 した貨 幣 価値 の1/30な い しは

1/16で あ った92)。 ま た タ ヴ ェルニ エ に よれ ば,商 人 は,サ ッラー フ に よ って鑑 定 され 封

印 された貨 幣 を袋 に入 れて の資 金移 転 を よ く用 いたが,こ の袋 は再勘 定 した り再 鑑定 され

86)ヴ ァニアは貿易 ・商業を生業 とす る集団で,マ ヌ法典 に示 されている四姓のなかで はヴ ァイ

シャに属 していた。 ヴァニ アの集団 には ジャイナ教徒 とヒン ドゥー教徒がいて,と もにグ ジャ

ラー ト地方の経済において重要な役割を果た していた。 ピァス ン,『ポル トガル とイ ン ド』,42～

43ペ ー ジ。

87)ピ アスン,『 ポル トガル とイ ン ド』,322ペ ージ注。

88)"EFI1624-1629",p.320."EFI1630-1633",p.19,p.62.

89}Moreland,"FromAkbartoAurangZeb",pp.55.

90)J.P.Tavernier/V.Balletc.(trans),"TravelsinIndia",OxfordUniversityPress,1925,

vol.1,p.24.

91)Tavernier,"TravelsinIndia"vol.1,pp.7-8,p.20.

92)Tavernier,"TravelsinIndia"vol.1,note.
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る こ とは無 か った と述 べ て い る93)。EICも,直 接鋳 造所 で ブ リオ ン銀 を鋳造 す る こ とが可

能 で あ った に も関 わ らず,鋳 造所 で ごま か しを受 ける こ とを怖 れ,サ ッラー フ に ブ リオ ン

を販売 した94)。 この た めサ ッラー フは輸 入 され る ブ リオ ン銀 の最 大 の購 入者 で あ り,イ ン

ドに お いて は金製 ・銀製 の装 飾 品 が好 まれ た95)に も関 わ らず,装 飾 品 の た め に ブ リオ ン

を購 入 す る もの は無 か った。

サ ッラー フが鋳造 所 か ら得 た新 しい鋳 造 貨 幣 は,彼 らの両 替商 と して の取 引 を通 じて流

通 した。 ム ガル帝 国 は,そ の領 内 に おい て統一 され た貨 幣制 度 を有 して いた が,ム ガル帝

国 は三 通 貨 制(マ フル 〔muhr〕 金貨 ・ル ピー 〔rupee〕 銀 貨 ・ダ ム 〔dams〕 銅貨)を 採

用 して いた ため,そ れ ぞれ の ブ リオ ン価 格 の変 動 に応 じて交 換価 値 が変 化 し96),や は り両

替 商 の存在 を必 要 と して い た。 さ らにス ー ラ トや ブ ローチ に おい て は,1573年 の ア クバ ル

大 帝 に よ るグ ジ ャラー ト王 国併合 以 降 もマ フム ーデ ィ銀貨 が流通 して お り、 ル ピー に対 す

るマ フム ー デ ィの 交換 価 値 は,1マ フム ー デ ィ=0.4ル ピー とい う交 換 比 率 が,1650年 ま

でEICの スー ラ ト商館 にお い て採 用 され て いた97)。 ム ガ ル帝 国 にお け る商 業取 引 に は,

主 にル ピー銀貨 が用 い られ て いた。 した が って,両 替 商 と して の サ ッラー フの仕事 は,古

い ル ピー貨 や標 準 重量 よ り軽 くな って しま った ル ピー貨 を,新 ル ピー貨 や現行 のル ピー貨

に交 換 す るこ とで あ った ろ う98)。

② 交 換 手形 に よ る送 金 や短期 の資本 貸 付 け

サ ッラー フは また,フ ンデ ィー(hundi)を 発行 した り,割 引 い た りす る業務 も行 って

い た。 フ ンデ ィー と は当 時 の イ ン ドに お け る交 換 手 形 で あ るが,今 日の通 常 手 形 と は異

な って い る。L.C.Jainは,フ ンデ ィー を 「あ る人 が,別 の人 に対 して,そ こに記載 され

た人 に,あ る金額 を,要 求 が あ り次 第 また は あ る一 定 の期 間 を おい て後 に,通 常 は無

条 件 で 支払 を行 う ことを書 いた証書 」 と定義 し,1.Habibは,フ ンデ ィー は さ らに別

の場 所 で支 払可 能 な短 期 の信 用 貸 し(credit)を 調達 す る手 段 と して現 在用 い られ て お り,

か つ て はあ る場所 か ら別 の場 所 に資金 を移 転 す るの に用 い られ た,と 論 じて い る99)。

EICは,イ ン ドにお いて商 館 間 で資金 を送金 す る際,通 常 はサ ッラー フの フ ンデ ィーを

93)Tavernier,"TravelsinIndia"vol.2,p.71.

94)"EFI1634-1636",p.225.

95)フ ランソワ ・ベルニエ,『17-18世 紀大旅行記叢書5ム ガル帝国誌』,184ペ ージ。

96)Moreland,"FromAkbartoAurangzeb",pp.183-184.

97)注8で 挙 げたように,マ フムーデ ィ銀貨 も依然商業計算の単位 として利用 されていた。More-

land,"FrontAkbartoAurangzeb",pp.330-331.

98)1.Habib,`BankinginMughalIndia'inT.Raychaudhuri{ed.),"ContributionstoIndian

economichistory",Culcatta,1960,p.5

99)Habib,`BankinginMughalIndia',p.8.
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使 って行 った。 送 金 を行 うた め,EICが サ ッラー フ にフ ンデ ィー を発 行 して も らうため に

支払 った手 数 料率 は,地 域別 に見 れ ば以下 の通 りで あ った。 ブル ハ ンプー ル か らア フマ ダ

バ ー ドまで は2.5%(1616),シ ン ド地方 の タ ッタか らア フマ ダバ ー ドまで は1%(1635),

ア フマ ダバ ー ドか らカ ンベ イ まで は0.7%(1621),ス ー ラ トか らバ ロ ー ダ ま で0.875%で

あ った100)。 しか し,こ の よ うにサ ッラー フの フ ンデ ィーが 利用 で きる の は,サ ッラー フ の

代理 人 や 取 引 先 が い る地 域 に 限 られ る。 この こ とを斜 酌 す れ ば,EICの 商 館 所 在 地 は,

サ ッラー フの持 つ送 金 ネ ッ トワー クの枠 内 に あ った と解 釈 す る こと も出来 るだ ろ う。

また フ ンデ ィー は,送 金 活動 を 円滑 にす る のみ で な く,短 期 の信 用貸 付 けを得 るた め に

も用 い られ た。17世 紀 には双方 の 目的で フ ンデ ィー が用 い られ た。前 者 の 場合 はサ ッラ ー

フ に よ って振 り出 され た が,後 者 の場 合 は大 抵 は商 人 に よ って振 り出 され た鋤 。 タ ヴ ェ

ルニ エ は,「 商 人 が,こ の地(内 陸 部)に お いて 資金 が不 足 して い る こ とに気 付 き,誰 か

に彼 が購入 した商 品 の代金 を支 払 う必 要 が あ った 場合,手 形 を振 り出 し,そ れ をニ ケ月 後

の満 期 時 に高率 の手 数料 と共 に スー ラ トで 決済 しな くて はな らな い。」 と述 べ て い る102)。

タ ヴ ェル ニエ によ る と,ス ー ラ ト払 い交 換 手 形 の割 引 率 は,ラ ホ ール で625%,ア グ ラで

4.25～5%,ア フマ ダバ ー ドで1～1。5%,シ ロ ンジで3%,ブ ルハ ンプール で2.5～3%,

ダ ッカで10%,バ トナで7～8%,ベ ナ レスで6%で あ った。 ただ し,最 後 の3つ は ア グ

ラ払 い の交換 手 形 しか無 いた め,ア グ ラで の ス ー ラ ト払 いの 割 引率 を加 算 して い る103)。

この割 引率 には,送 金 にか か る手 数料 ・商 品 の保 全 に関 す る費 用 も含 まれ て いた が,貸 付

けに対 す る利子 とい う性 格 も有 して いた。

この よ うに,各 地 で交 換手 形 を順 次振 り替 えて い くことで,イ ン ド亜大 陸 の広範 な地 域

にわ た って,手 持 ちの 資金 の額 に左 右 され ず 交 易 活 動 を営 む こ とが可 能 で あ った。 フ ン

デ ィー に よ る送 金 活動,割 引 に よる短期 貸 付 けが盛 ん に行 わ れ て いた ため,ア フマ ダバ ー

ドの市場 で は,商 人 は フ ンデ ィー をや り取 りす るだ けで代 金 の支 払 や支 払 うべ き金 額 の決

定 を ほ とん ど完 全 に行 うこ とが 出来 た。 ま た,い かな る人 の どの よ うな支 払命 令 で あ れ,

ほ とん どの フ ンデ ィー が商業 用 の手 形 とみな され,サ ッラー フに よ って割 引 い て も らうこ

とが 出来 た104)。 この よ うに考 え る と,フ ンデ ィー は マ ネ ー サ プ ライ の一 手 段 で あ った と

も考 え られ る。 そ して この結 果,民 間 の信 用 ネ ッ トワー クが発 券 銀行 の役 割 を果 た して い

100}Habib,`BankinginMughalIndia',pp.9-10.

101)Habib,`BankinginMughalIndia',p.11.

102)Tavernier,"Travelsin1'ndia"vol.1,p.30.

103)Tavernier,"TravelsinIndia"vol.1,p.30.

104)1.Habib,`PotensialitiesofcapitalisticdevelopmentintheeconomyofMughalIndia',

in"TheJournalofEconomicHistory"vol.29No.1,p.73.
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た とい う可 能性 も考 え られ る。

③ 保 険制度

17世 紀 のイ ン ドの商 業 活動 には,高 度 に発 達 した保 険(bima)制 度 が存在 した。 そ して

この 保 険 機 能 も,サ ッ ラ ー フの 業 務 の一 部 で あ っ た。 フ ンデ ィ ー の 割 引 率 に は,フ ン

デ ィー が 回収 され る まで の商 品 の保 全 に 関す る費 用 も含 まれ て いた。 ア フ マ ダバ ー ドの

EIC商 館 員 は,タ ッタ払 いの フ ンデ ィー を割 引 いて2%の 利益 を得 たが,そ の う ち0.5%を

保 険料 と して支 払 わ ね ば な らなか った105)。 保 険 は,通 常 は輸 送 す る商 品 と船 舶 で別 々に

掛 け られ て い た よ うで あ るが,Habibに よ る と,輸 送 す る商 品 にか け る保 険 に は2種 類

あ った よ うで あ る106)Q

一 つ は
,保 険者 が商 品 を保 管 し,自 らの手 で商 品輸 送 の手 続 きをす る とい う もの で あ っ

た。1622年,ス ー ラ トのEIC商 館 員 は,自 分達 の手 で ア グ ラで 商 品 を購 入 したが そ れを船

の 出航 に間 に合 うよ うに輸送 す る こ とが 出来ず,彼 らの ブ ローカ ー に依 頼 した が これ も失

敗 し,何 人 か の サ ッラー フに"bimah"で 商 品を輸 送 して くれ るよ うに もちか けた107)。 こ

れ は,EICが 円滑 に商 務 を行 うた め には現地 商 人 の流 通 シス テム を必要 と した一例 で もあ

る。

ま た,通 常 の意 味 で の保 険 も存 在 した。EICの 商 品輸 送 に掛 け られ た保 険 料率 を 見 る

と,陸 路 で はダ ー マ ンか らス ー ラ トへ の財 宝 の輸 送 に は1%(1646),ア フマ ダバ ー ドか

らタ ッタへ の商 品輸送 に対 しフ ンデ ィー で割 引 かれ た の は1%(1647),ス ー ラ トか らア グ

ラへ の コチ ニ ール染 料(嚥 脂 虫 か ら採 れ る染 料)の 輸送 には2.5%(1655),マ ス リパ タム

か らスー ラ トへ の現金 輸 送 に は1%の 保 険料(1655)が 課 せ られ た。海 路 で は,カ ンベ イ

か らス ー ラ トのSwally港 まで の商 品輸 送 には2～2.5%(1622),ス ー ラ トか らペル シ ャ

湾 の昆 布 ル ー ンへ の砂 糖 輸送 に は2.75%(1649),ス ー ラ トか らカ リカ ッ トへ の現 金輸 送 に

は4.5%の 保 険 料(1665)が 課 せ られ た108)。 ここで見 られ る保 険料 は決 して高 率 で は無 い。

この よ うな保 険料 率 の低 さ は,保 険業者 の保 険金 支払 に対 す る信頼 が低 か った か らで は無

い。EICが 保 険金 を受 け取 れ な か った の は一一度 だ けで,し か もそれ は,ス ー ラ トの4人 の

ヴ ァニ アに よ る評 議会 で はサ ッラー フに対 して保 険金 支 払 を命 じた に も関わ らず,ス ー ラ

トの太 守 が それ を 覆 した た めで あ った109)。 保 険料 率 が低 か った の は,保 険 制度 が広 く普

105)"EFI1646-1650",p.103.

106)Habib,`BankinginMughalIndia',p.15.

107)"EFI166.1-1664",p.85.

10$)Habib,`BankinginMughalIndia',p.16.

109)"EFI1651-1654",p.175,p.224.
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及 し,保 険 業者 の個 々 の取 引 にお け る リス クが低 か ったた め と考 え る方 が いい だ ろ う110)。

この よ うな保 険制 度 が成 立 して い たの は,彼 らの流通 システ ムの安 全 性 を裏 付 け る もの で

あ る。 そ して,上 記 の よ うな ヴ ァニ ア商人 の保 険 金支 払 命令 は,健 全 な保 険 制度 に対 す る

信頼 性 を維 持 す るた め の措置 で あ った ので は な いだ ろ うか。

④ 金 融 業

ム ガル帝 国 に は,預 金 によ る銀 行 業(banking)が 存在 して いた111)。 サ ッラー フ の フ ン

デ ィー に よ る資金 送金 の受 け取 り も,預 金 を預 か った と も解 釈 で き る し,ま た フ ンデ ィー

の割 引を行 った とい う ことは,現 実 に は資 金 を貸 した とい う ことで あ る。 また,預 金 業務

を行 い,資 金 の前 貸 しを した サ ッラー フ もいた。 彼 らは資 金 を 回収 で きず に破産 す る こ と

も多 か ったが,そ れ に も関 わ らず,資 金 の保全 や利 子収 入 獲得 のた めサ ッラー フに資 金 を

委託 す る習 慣 が あ った よ うで あ り,彼 らの銀行 業 そ の もの は継続 して 行 われ て い た。EIC

も当初 は 獲 得 した 現 金 を全 て サ ッラ ー フ に委 託 して い た が,後 に こ の慣 行 は廃 止 され

た112)。 サ ッラー フの資 金 は,商 業 活動 に伴 う短 期 の貸 付 けに集 中 して いた。

商人 が 資金 を借 りる手 段 は,何 もフ ンデ ィーの発 行 に よ るのみ で はな か った。EICの 史

料 には,商 人 が互 い に資 金 を貸 し合 うこ とで,商 業 向 け信 用貸 付 けの大 部分 が 供給 され て

いた ことが書 か れて い る113)。そ れ は,商 人 間 の相 互 信用 に基づ く,商 人 相互 間 金融 が存在

して いた証 左 で あ る。

EICが イ ン ドにや ってき た当初 は,イ ン ドの金 融市 場 にそ れ ほ ど依 存 して い なか った。

1617年 に ス ー ラ トの 商 館 員 は,イ ン ドにお い て は40,000ル ピー まで 資 金 調 達 が 可 能 で あ

り,1ケ 月 あた り3%未 満 の利 率 で なん で も入 手 で き る とい う提 案 を 拒否 した114)。 しか

し,次 第 にEICの 信 用 貸 しに よ る負債 は増加 し,3%以 下 の利 率 で 大量 の 資金 借 り入 れが

行 わ れ る よ うにな った。Habibは,EICの 史 料 に見 られ るEICの 借 り入 れた 資金 と,彼

らが借 りた資 金 あ るい は一般 に資金 を 借 りる際 の利 子率 を検討 し,一 部 の例 外 を 除 い て利

子 率 が一 ケ月 単位 で 計算 され て い る ことを明 らか に し,こ れが 当時 の イ ン ドに お け る利 子

率 計 算 の慣 習 で もあ ったの で は な いか とい う こと,ま たEICの 商 館 員 が借 りる利 子 率 と

市 場 での利 子 率 に は格 差 が あ り,そ して そ の格差 が次 第 に小 さ くな って いた こ とを指 摘 し

110)Habib,`BankinginMugha1工ndia',p.15.

111)Habib,`BankinginMughalIndia',pp.17-19.

112)"EFI1634-1636",p.169,p.236.

113)``EFI1665-166プ',pp.19-20,

114)1.Habib,`UsuryinmedievalIndia'in"ComparativeStudiesinSocietyandHistory"vol.6,

1964,p.401.
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た115)。Habibは,前 者 か ら当時 の貸 し付 けは短 期 的性格 を持 って いた と述 べ,後 者 か ら

はEICが 利子 の格 差 に対 して よ り注意 を払 うよ うにな った た めで あ る と論 じて い る。 し

か し,後 者 の解釈 と して は,こ れ はEICが よ りイ ン ド市場 に浸透 す る よ うにな り,彼 らに

対 す る信 用 リス ク が低 下 した結 果 で あ る とい う解釈 も成 り立 つ の で はな いか。EICが イ

ン ドの 金 融市 場 と緊密 に結 び付 くよ うにな った こ とは,借 入 金 の増 加 に も現 れ て い る。

EICは,1645年 に は ア グ ラ に限 った だ けで も80,000ル ピー の 負債 を負 って い た。1650年 に

は,ス ー ラ トの商館 員 は20,000ポ ン ド(=180,000ル ピー)を 借 り入 れ る こ とが 出来 る と確

信 して い た。1652年 に は,た っ た 一 人 の 両 替 商 か ら200,000ル ピー を 借 りた。1660年 ま

で に,ス ー ラ トで のEICの 負 債 は70,000ポ ン ド(600,000ル ピー以 上)に 上 った116)。 しか

しこの負債 は,当 座 貸 し越 し的 な性格 を 持 ち,単 に本 国か らの送金 に よ る代 金決 済 の タ イ

ム ラグ に よる もの に過 ぎな い可 能 性 も考 え られ る。

この よ うに,イ ン ド各地 の諸 物 資 を調達 す る に も資金 を調達 す るに も,EICは イ ン ド商

人 の流 通 ネ ッ トワー クを利 用 した し,そ うせ ざ るを得 な か った。 そ して この流 通 ネ ッ ト

ワー クは グ ジ ャラー ト地 方,す なわ ち グ ジ ャラー ト商人 を主軸 に展 開 して い た。 イ ン ドの

資金 調 達 ネ ッ トワー ク は,グ ジ ャラー ト地 方 に と どま らず イ ン ド亜 大 陸全 域 に展 開 して い

た。 しか し,フ ンデ ィー に よ る資 金調 達 が商 人 の活 動 に付 随す る もの で あ り,サ ッラー フ

その他 の金融 商人 に よ って集 め られ た資 金 が商 業活 動 を 中心 に投 下 され て い た とす るな ら

ば,こ のネ ッ トワー クが商 品の流 通 ネ ッ トワー ク と重層 的 に交 わ って いた と考 え るこ とは

そ れ ほ ど突 飛 な発 想 で は無 い だ ろ う。EICが イ ン ドの金 融 市 場 で到 達 した 資 金 が グ ジ ャ

ラ ー ト地 方 に おい て最 も巨額 で あ った とい うこ と も,そ の こ とを示 唆 して い るの で はな い

だ ろ うか 。

3)グ ジ ャラー ト商 人 の ブ ロー カー活 動

最後 に,ブ ロー カ ー と してEICの 交 易 に関 わ って い た グ ジ ャラ ー ト商人 につ いて述 べ

る。

イ ン ドで は,ブ ロー カー は通 常 ア ラ ビア語 起 源 の ダ ッラール(dallal)と 呼 ばれ て い た。

ダ ッラール は 「買 い手 に は商 品 を提 示 し,売 り手 に は価 格 を提 示す る」者 の こ とを指 した。

ま た,実 際 にダ ッラール は ジムザ ール(simsar)と 同一視 され た。 シムザ ール はダ ッラー

ル と して知 られて い て,買 い手 に は彼 が求 め る商 品 が ど こにあ るの か を示 し,売 り手 には

115)Habib,`UsuryinmedievalIndia',pp.401-404.

116)Habib,`UsuryinmedievalIndia',p.405.
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い か に して彼 の提 示 す る指 値 を認 め させ るの か を教 え た117)。 こ こで は,基 本 的 に 自己資

金 を必要 と しな い ブ ロー カー と,自 己資金 で商 品を買 い入 れ それ を転 売 す るデ ィー ラー と

の 区別 が曖 昧 に な って い る こと には注意 を要 す る。

当時 ス ー ラ トで は,「 数百 人 の多忙 な周旋 人(ブ ロー カ ー)達 」118),「ヴ ァニ アの周 旋 人

の群 れ」119)と 表 現 され る よ うな多 数 の ブ ロー カ ーの活 動 が見 られ た が,そ の背景 に は ムガ

ル帝 国 にお け る相 当 な商 品経 済 の発 展,生 産 の地 域 的特 化 の発 展 と,そ れ に もか かわ らず

通信 ・運 輸 手 段が 未発 達 で あ った とい う事 情 が あ った。 特 に交 易 が季 節 風 に よ って左右 さ

れ る当時 にあ って は,現 地 商 人 やEICか ら資金 を預 か り,そ れ を各地 に散財 す る零 細 な生

産 者 に前 貸 しし適 宜 集 荷 して くれ る,生 産 地 の実 情 に通 じた ブ ロ ー カー は不 可 欠 で あ っ

た120)。特 に,イ ン ドで の商 習 慣 や言語 に馴染 み の無 いEICを は じめ とす る外 国商 人 は,

商 取 引 を行 うた め に現地 の ブ ロー カー に依 存 せ ざるを え なか った。

ブ ローカ ー は,一 般 に家 族 あ る いは 同属 的 紐帯 に よ って組織 化 され て いた よ うで あ る。

タ ヴ ェル ニ エ に よれ ば,毎 晩 ブ ローカ ー達 は仕事 か ら帰 る と1ヵ 所 に集 ま りそ の 日の売 上

を勘定 し,今 後 の こ とを相 談 して いた121)。 多 くの イ ン ド人 ブ ロー カー の 中 には,海 外 の港

や交 易地 で商 人 に雇 用 されて い る者 もいた。EICの ブ ロー カー は,ゴ ンブル ー ン(バ ンダ

ル=ア ッバ ー ス)122)・ バ ス ラ123)に もい た。 そ して海 外 で もブ ロー カー は家族 的 紐帯 で組

織 化 されて い て,そ の多 くはイ ン ドの ブ ロー カー一族 と関係 を持 って いた。 しか し,イ ン

ドの商業 経済 が発 展 す るにつ れ,こ の よ うな血 縁 的つ な が りのみ で は対処 しき れな くな っ

て きた。 その た め ブ ロー カ ー は,サ ブ ・ブ ロー カー や ア ンダ ー ・ブロー カ ーを雇 った り,

他 の ブ ローカ ー と連 携 した り して,さ らな る組 織化 を図 った124)。

ブ ロー カー は,顧 客 の た め に安 価 で商 品 を購 入 し高 価 で顧 客 の商 品 を販 売 す る とい う本

来 の業務 以外 に も,様 々な役 割 を果 た した。 彼 らは,港 の 関税 や輸 送 途上 で の通 行 料 の支

払 いを代 行 した りも した125)。 ま た,通 貨 の交 換 比率 を教 え た り,各 地 域 で異 な る重 量単 位

につ いて の情 報 も提 供 した。 他 に も両 替 や 交 換手 形 の発 行 な どサ ッラー フの業 務 代 行 も

117)-A.J.Qaisar,`TheroleofbrokersinmedievalIndia'in"TheIndianHistoryReview"vol.

1No.2,1974,p.220.

」.1.8)"EFI1637-1641",p.290.

119)"EFI1646-1650",p.182.

120)長 島 弘,「 ムガル帝国下のバニヤ商人 一 スーラ ト市の場合一」『東洋史研究』第40巻 第4号,

1981年,95～96ペ ージ。

121)Qaisar,`Theroleofbrokers',p.224.

122)"EFI1637-1641",p.310.

123)"EFI1642-1645",p.163.

124)Qaisar,`Theroleofbrokers',pp.225-226.

125)"EFI1622-1623",p.179,"EFI1651-1654",p.114,"EFI1661--1664",p.90.
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行 ったが,こ れ は同一人 物 が ブロー カー とサ ッラー フの両 方 に従事 して い たか らで,そ の

よ うなE工Cが 雇 用 した代 表 的人 物 に,タ ピー ニ ダー ス,ト ゥル シー ニダ ー ス等 が い る126)。

また,顧 客 が新 た な地域 へ交 易 拠 点 を広 げ る際 に も,ブ ロー カー は大 き く貢献 した。1635

年 にEICが シ ン ド地 方 にそ の活 動 拠 点 を広 げ よ う と した際,商 館員 は 当地 に住 む ブ ロー

カー に手 紙 を送 り,有 望 な返 事 を受 け取 った127)。 また,顧 客 の商 品 を求 め て遠 隔 地 に プ

ロ ー カ ーが 赴 か ね ばな らな い場 合 もあ った。 保 険 の と ころで 述 べ た ブ ロー カ ーへ の依 頼

も,商 館 員 が行 え な い業 務 を ブロー カー に委 託 して いた一 例 だ ろ う。 第一・次生 産 者 と商 人

との 間 を取 り持 つ の も,通 常 は ブ ロー カー の役 割 で あ った。顧 客 は ブ ロー カー に 巨額 の投

資 資金 を貸 し付 け,そ の資金 は主 に織 布工 へ の前 貸 し金 や 完成 品 の直 接買 い付 け に使 用 さ

れ た。 しか し,こ の慣 習 をEICは 放棄 した。 そ れ は,手 渡 した資金 が ブ ローカ ー に よ って

濫用 され る怖 れ が あ った か らで あ った128)。

ブ ロー カー の手数 料 は,通 常 は売 り手 と買 い手 双 方 か ら支 払わ れ た。通 常 ブ ロー カー に

支 払 わ れ る手 数 料率 は2%で,双 方 が1%ず つ供 出 した。 売 り手 と買 い手 の ブ ロー カーが

異 な る場 合 に は,そ れぞ れ の ブ ロー カ ー に1%ず つ支 払 われ た129)。 しか し,特 定 の取 引 に

のみ携 わ る契約 ブ ロー カー は,10～10.5%の 手数 料 を受 け取 った。 これ は,彼 らの携 わ る

取 引 には 巨額 の投 資(約30,000ル ピー)が 必 要 で あ った こ と,ま た契 約 期 間 内 に商 品 を供

給 す る とい う,大 抵 の場 合 は急 を要す る条件 が あ った こ とによ る。 ま た,こ れ に は当然 商

品の在 庫 や リス クに対 す る コス トも含 まれ て い る。EICは,商 館 付 き の ブロ ーカ ー にはそ

れ ぞ れ の影 響 力 ・業 績 ・評 判 に応 じて,月 額 に して10～40ル ピー の 固 定 給 を 支 払 って い

た130)。

EICと ブ ロー カ ー との繋 が りの深 さは,以 下 の事 例 か らも看取 で き る。1623年,紅 海 交

易 参入 を め ぐる トラブ ルで ス ー ラ トの ムガ ル官 僚 か ら交 易 制 限 を課 され て い たEICは,

ブ ロー カー を使 って ブ ロー チの商 品 を スー ラ トまで運 ばせ た。 彼 は逮捕 され,100回 の鞭

打 ち 刑 を 受 け た131)。 ま た,顧 客 で あ るEICに ブ ロー カ ー が 資 金 を 融 通 す る こ と も あ

り132),そ の よ うな貸 し付 けが無 利子 で行 わ れ る こ と もあ った133)。 この よ うな行 為 は長 期

126)彼 らの活動 に関しては,長 島氏の詳細な研究がある。長島,「 ムガル帝 国下のバニヤ商人」,98
～100ペ ージ。

127)"EFX.1634-1636",p.117.

128}Qaisar,`Theroleofbrokers',p.229.

129}Qaisar,`Theroleofbrokers',p.232.

130}Qaisar,`Theroleofbrokers',p.234.

131}"EFI1622-1623",p.290,pp.294-295.

132)シ ン ドにお いて,E工Cは ブローカ ーで あったJaduの 親族2人 か ら資金 を借 りた。"E「FI

1630-1633",p.160.

またEICは,バ ローダで織物 を買 い付 ける資金 を トゥル シー ・ダー スか ら借 りた。"EF1/
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的視野 に立 った判 断で行 われ た もので あ り,EICと ブ ロー カー の互 恵 的 な性格 が現 れ て い

る。

ブ ロー カー の 中 には,不 正 な取 引を行 う者 もいた。 手 数料 の上 積 み な どは し ょっち ゅ う

見 られ134),EICか ら受 け取 った前 貸 し金 を他 の 目的 に使 用 した り,そ の資金 の利 子 で利 益

を得 よ う とす る者 もい た135)。 しか し,そ の よ うな ブ ロー カ ー を解 雇 す る ことは 容易 な こ

とで はな か った。 ヴ ィル ジー=ヴ ォー ラの よ うな影響 力 を持 つ 商人 が介 入 して,現 地商 人

達 にEICの 商 品 を扱 うこ とを禁 じた り したか らで あ った136)。 この事 実 は,グ ジ ャラー ト

商 人 コ ミュニ テ ィー の結 束 力 の強 さを示 して い るが,さ らに こ の よ うな現 地 商 人 のEIC

に対す る影 響 力,彼 らの協 力 無 しにはEICの 交 易 活 動 が成 り立 た なか った こ と も窺 わ せ

る。

以上 述 べ た よ うな グ ジ ャラー ト商 人 の商 品 ・資本 の流通 システ ム は,EICの 交 易活 動 と

密 接 に関 わ って い た。 そ して,こ う した シス テム が存在 して い た とい う ことが,17世 紀 前

半 のEICの 交 易 活動 の拠 点 が グ ジ ャラー ト地 方 に置 かれ て いた 大 きな理 由で あ る と考 え

られ る。

4.総 括

以上 論 じて きた よ うに,ヨ ー ロ ッパ 商 業勢 力 の ア ジ ア交 易 圏直 接 参 入 が始 ま った16～17

世 紀 の イ ン ドにお い て,グ ジ ャラ ー ト地 方 は そ の歴 史 的地 理 的 条件 に恵 まれ た こ とに よ り

ヨー ロ ッパ商 業勢 力 に よ るイ ン ド進 出 の拠 点 とな り,新 た な グ ローバ ル ・エ コ ノ ミーの枠

組 み にお け る重 要 なパ ー ツ と して組 み込 まれ るこ と とな った。

近世 に お け る グ ジ ャ ラー ト地 方 の商 業 的 繁 栄 を導 いた の は,グ ジ ャラー ト商 人 に よ る

様 々な 商業 活 動 で あ った。 この グ ジ ャラー ト商 人 の存 在 こそがEICを は じめ とす る ヨー

ロ ッパ商 業勢 力 の ア ジア交 易 圏参 入 にお け る障壁 とな り,か つ 一方 で は ア ジア交易 圏 内で

交 易 に従 事 す るにあ た り不 可欠 な補 助 的機 能 を ヨー ロ ッパ商 業 勢力 に提 供 したの で あ る。

それ で は,数 多 あ る ア ジア商 人 コ ミュニ テ ィーの 中 で もヨー ロ ッパ 商 業勢 力 に と って無

視 出来 な い数 少 な い存在 とな った,グ ジ ャラー ト商人 コ ミュニ テ ィー を作 り出 した要 因 は

X1634-1636",p.2$5

133)"EFI1646-1650",p.223.

134)"EFI1661-1664",p.113.

135)"EFI1618-1621",p.98,"EFI1661-1664",p.112.

136)"EFI1661_1664",p.113.
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何 で あ ったの だ ろ うか。最 後 に,こ の点 に関連 して グ ジ ャラー ト商 人 コ ミュニ テ ィーの社

会 的背 景 につ いて考 察 す るこ と とす る。

ピア ス ン も指 摘 した こ とで あ るが,中 世 か ら近世 にか けての イ ン ドで は,国 家 と商 人 と

の関 わ りが 希薄 で あ る とい う地域 特 性 が あ った。 国家 は領 土 獲得 か ら得 られ る地代 を基盤

と した財 政 構造 を して お り,し た が って商 業 に対 す る課税 ・規制 に対 す る関心 が薄 か った

の だ とい う もの で あ る137)。 だ か らこそ グ ジ ャラー ト王 国 の 政治 的変 遷 とは無 関係 に,グ

ジ ャラー ト商人 は西北 イ ン ドを拠 点 と して イ ン ド洋交 易 圏 内で重 要 な地 位 を 占め続 けて い

た ので あ る。

しか し,政 治 が商業 の繁栄 に無 関心 とな る と,国 内外 の商 人 間 で トラブル が起 こ った場

合 の調 停 は どの よ うに行 わ れ て いた のだ ろ うか。 ヨー ロ ッパ 商人 が直接 来 航 し,近 世 にお

け る グ ローバ ル ・エ コノ ミー が進 展 しつつ あ った局面 にお いて は,交 易 の発展 に と って な

お さ ら重 要 な制度 的 問題 で あ った といえ る。

イ ン ドに お け る商人 間の 問題 は,マ ハ ー ジャ ン(商 人集 団)内 の協議 に よ って解 決 され

て い た138)。 これ は,近 世 イ ン ドに お け る国家 と商 人 との 関係 の希 薄 化 とい った 同時 代 的

な状 況 か ら新 た に生 ま れた制 度 で は な い。 前二 千 年期 の アー リア人 の進 入 か ら数 え て も数

千 年 以上 にわ た り,イ ン ドは 中央 ア ジアか らの様 々な民族 の流入 を体験 して きた。 そ の度

ご とに 中央 ア ジアか らの他民 族 流入 ル ー トの途 上 にあ た る グジ ャ ラー ト地 方 で は,雑 多 な

宗 教 的信 条 を持つ 民族 が流入 し変遷 して きた こ とによ り,イ ン ドの他 の地 域 の よ うに あ る

特 定 の宗 教 や ジ ャー テ ィ集 団 が優位 を 占め る こ とが無 く,社 会 活動 全般 を包 括す る共 同体

的組 織 が解 決 能力 を 有す る こ ととな った ので あ る139)。

17世 紀 に お け るグ ジ ャラー ト地方 の最 盛 期 を支 え た マハ ー ジ ャ ンの頭 目を3名 挙 げ てお

こ う140)。一 人 目は,ヴ ィル ジー=ヴ ォー ラで あ る。 彼 は ス ー ラ トに お け る ジ ャイ ナ教 の

マ ハ ー ジ ャ ンの 頭 目で あ りか つ宗 教 的 指導 者 で あ った。彼 はEICが 紅 海 交 易 へ の参 入 を

試 み た1620年 代 前 半 頃 か ら既 に スー ラ トにお け る代 表 的商人 で あ り,1660年 代 に マ ラー タ

族 に よ るス ー ラ ト包 囲 の 頃 まで,指 導 者 的存 在 で あ った。 二人 目は,シ ャ ンテ ィダ ス=

ジ ャワハ リで あ る。 彼 は ア フマ ダバ ー ドの ジ ャイ ナ教 の頭 目で あ り,ア フマダバ ー ド全体

を統 括 す るマハ ー ジ ャンの ナ ガル シ ェ ト(都 市 の長)で もあ った。 最 後 は,ハ ジeム ハ ン

マ ド=ザ ヒ ド=ベ グで あ る。彼 はス ー ラ トで最 も裕 福 な ム ス リム交 易商 の一 人 で あ り,

ユ37)ピ アスン,『 ポル トガル とイン ド』,143-148ペ ージ。

138)ピ アスン,『 ポル トガル とイン ド』,200ペ ージ。

139)ピ アスン,『 ポル トガル とイン ド』,200～202ペ ー ジ。

140)ピ アスン,『 ポル トガルとイン ド』,202～207ペ ー ジ。
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ス ー ラ トの シ ャーバ ンダル(港 湾長 官)の 任 に も就 いて い た。

近 世 グ ジ ャラ ー ト地 方 にお いて は,彼 らの よ うな 時 には宗 教 的指 導者 を も兼 ね るマ ハー

ジ ャ ンの頭 目が マハ ー ジャ ンの コ ミュニ テ ィー を 自治 的 に統 治 し,一 方 で は行政 の長 で あ

るナガ ル シ ェ トや シ ャーバ ンダル141)を 兼 任 す る こと によ って,国 家 の権 威 を背景 と した

強制 力 を持 って他 の 商人 集 団 との 問題解 決 にお いて も主 導 的役 割 を果 た した。 こ う した商

人 の 自治 的組織 や行 政職 を兼 ね た商 人 集 団 の代 表 が港 湾 都市 の 自治 と交 易秩 序 の管 理 を担

う とい う現 象 は,ひ と りグ ジ ャラー ト地 方 に限定 され る もの で はな い。 近年 に お ける港市

や 国際 交 易商 人 コ ミュニ テ ィーの研 究 にお いて も,主 要 な 港湾 都市 に お け る一 般 的特 性 と

して指 摘 されつ つ あ る142)。

今 後 の課 題 は,近 世 グジ ャラー ト地 方 の商 人 コ ミュニ テ ィーの 特性 が どこま で主 要 港湾

都市 一 般 の特 性 と認 め られ るのか,ど こま でが歴 史 的地 域 的個 性 と して 峻別 しうるのか を

よ り詳 細 に検 証 して ゆ くこ とで あ る。 そ の過 程 で,近 世 グ ローバ ル ・エ コノ ミー にお け る

ヨー ロ ッパ の台 頭 とそれ に対す る ア ジアの対 応 に関す る理 解 を さ らに深 めて ゆ くこ と も可

能 とな るだ ろ う。

141)17世 紀か ら18世 紀のスーラ ト港市の歴代 シャーバ ンダルに関 して,長 島氏が詳細な分析を行 っ

て い る。A.Nagashima,`TheShahbandaratSuratintheMughalEmpire'in"Journalof

East‐WestMaritimeRelations"vol.3,1994,pp.43-72.

長 島氏 によると,税 関長の職務 と若干の重複 はあ ったが,シ ャーバ ンダルはスーラ トの外国人

商人の代表者 ・代弁者(お そ らくは外来のムス リムの代表的商人)と してムタサ ッディーなどの

行政官 と外国人商人 との間の紛争 の調停に当たることを第一義の任務 としていた。

142)港 町は外部世界 に開かれた窓であり,独 自の都市空間を形成する都市類型の一つで あり,異 文

化の漂着地であるがゆえに共存 ・共栄のあ り方 が示される場であるという認識に立ち,港 町の豊
かな歴史的様相を描 こうとする新 しい研究を繊6た のが,歴 史学研究会(編),『 シリーズ 港町

の世界史』全3巻,青 木書店,2005年,で ある。 このシリーズでは,第1巻 「港町 と海域世界』

では 「境界人対地域権力 ・国家」,第2巻r港 町の トポグラフィ』では 「社会のかたち」,第3巻

『港町に生 きる』では 「おさめる ・むすぶ」 といった論点が含 まれてお り,本 論文 と問題意識を

共有す る論文 がい くつか収め られている。
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